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「環境の都」を目指して

－　今なら未だ、温度計の上昇を止められる！一

長岡京市環境の都づくり会議　代表　江川宗治

平成13年に『長岡京市環境基本計画』が策定されたのを受け、翌平成14年1月20

日に、「長岡京市環境の都づくり会議」が設立されて満5年を迎えました。

その間に、“里山再生”、“エコチーム”など各種プロジェクト活動や、定例的に実施し

ている「市民環境フォーラム」、「環境教育ミーティング」等を通じて多数の市民の皆様

にご参加いただき、また地元企業や関係団体各位にご協力・ご支援を頂戴して、活動を

継続できていることを感謝いたしております。

これまでの主な活動を振り返ってみますと、（平成19年1月末現在）

市民環境フォーラム　：述べ10回開催、約600人参加

環境教育ミーティング：延べ29回開催、約500人参加

環境の都ニュース　　：隔月発行で29号と臨時号2回の計31回発行

森林ボランティア活動（他団体と共催）：毎月2回定例開催

間伐材等の利用・木工教室、自然調査（里山再生市民フォーラムに参画）

ビオトープ作り（地元小学校などと一緒に）、小泉川水質調査、竹炭作り

市民共同おひさま発電所設置運動⇒『ゆりかご保育園』に1号機設置

（平成16年3月25日運転開始）

ふるさと再発見まち歩き　：一時活動を中断していたが昨年より再開

各種地元行事に参画して環境意識啓発

●　「京都環境フェスティバル」（京都府主催）に出展・‥2004～2006年

●　「京都議定書発効記念行事」パレード・フォーラムに参加・‥2005年

●　長岡京市内小学校校区祭りに参加　…・　小学校区毎に例年数校区

しかし、活動には多くの課題や悩みがあることも事実です。

果たしてどれだけの成果が出ているのか、環境基本計画という広範囲を網羅した理想的

施策の数々がどれだけ進展しているのか、会員数も伸び悩み、女性や若年層の参加も少

ない状況をどう打破するのか、ボランティア団体という資金面の問題等々があります。

一方逆に、実際に取組んでみると、営利活動でない清々しさが結構心地よく感じられ、

会員一同忙しい中、時間をやり繰りして気に入ったテーマに楽しく取組んでいます。

これから会員になろうかと躊跨されている方、お気軽に声をかけてみてください。

21世紀に宇宙船“地球号’’に乗り組んでいる貴方も、後世に『美しく青い地球を快適な

環境で引き継いでいくために、我々と一緒に身近な出来ることから取組んで行こうでは

ありませんか！



環境の都づくり　封句年を息食して

凍伺膏や履　　小　切　旦

長岡京市環境の都づくり会議が、発足から5周年を迎えられましたことに心からお喜

び申しあげますとともに、これを機に記念誌を発刊されますことは、誠に意義深いこと

であり心からお祝い申し上げます。

さて、本市では、平成11年度から市民とのパートナーシップによる「市民環境会議」

を組織し、多くの市民の皆さんのご参加をいただいて約2年間にわたって取り組み、1

3年3月に策定をしたのが環境基本計画であります。本計画は、我がまちの環境のまち

づくりの「ガイドライン」であり、総合的な環境のまちづくりビジョンを示したもので、

持続可能な「環境の都づくり」の方向性を示したものであります。

この計画を、市民・事業者・諸団体など地域のさまざまな立場の方々が、率先して互

いに協力・信頼関係を育てながら、パートナーシップで進めていこうと結成されたのが

「長岡京市環境の都づくり会議」であります。

早いもので、発足から5年が経過をし、その間できることから始めようといくつもの

プロジェクトを立ち上げられ、また、10回にも及ぶ市民環境フォーラムを開催される

など、「つむぎ織りなす“環境の都”長岡京」をめざして、様々な活動を続けてこられま

したことに対しまして、心より厚くお礼申し上げます。

本市では、環境基本計画の推進につきまして、環境の都づくり会議の皆さんとのパー

トナーシップのもとで、現在取り組み中のプロジェクトの実現に向けて共に進めていき

ますとともに、実施の段階には至っていない他のプロジェクトにつきましても、出来る

ものから具体的な行動を起こしていくことが、将来の本市の環境の都づくりに繋がるの

ではないかと考えておりますので、今後ともご理解をいただきますようお願い申し上げ

ます。

結びにあたり、持続可能な「環境の都づくり」の実現をめざして、貴会議の今後ます

ますのご発展と関係各位の熱き思いにご期待を申し上げ、お祝いのことばといたします。
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関係者からのメ　ッセージ

みどりの西山を未来へ

柳谷楊谷寺山主　日下　悌宏

緑の環境を保全していくことは、緊急の
課題であり、私たちが未来へ受け継ぐべき

義務と考えます。当山は山中にあり、山林
を多く所有しております。漫然と放置して
おくことでは管理・保全できません。常に
木々・植生の状態を見守り、間伐や下草刈
り等、適度に手を入れなければなりません。

そして同時に将来に残すべく、山の状態に

応じた苗木を植えることでようやく基本的
な管理ができます。単なる寺院の山・緑と
考えるのではなく、人類全体の財産である
との問題意識をもって、今後も怠ることな
く緑の西山を守るべく微力ながら努力して
いく所存です。

五周年おめでとうございます

吉橋　久美子

「脱温暖化のまちづくり」をテーマにし

た冊子（＊）の取材のために江川宗治代表を

お尋ねしたのは2年ほど前でした。本格的

な住民参画を経験した市民のみなさんが多

様なアプローチで環境の都づくりを進める

先進事例として掲載させていただきました。
自由度の高さ、難しい制約がないことなど
が継続の秘訣と伺いましたが、また改めて
ニュースレターを拝見すると、柔らかな形

はそのままに、どんどん進化している様子

が伺えます。環境への思いがカタチとなる

場は宝物だと思います。ますますのご発展
をお祈り申し上げます。

＊「ひろしま　五つのまちの物語」広島県

地球温暖化防止活動推進センター　発行
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環境の都をめざして共に歩もう

環境政策推進課長　長谷川　昭

環境の都づくり金言義が組織されてはや5

年が経過しました。その間、会員も皆様に
は、星山再生やサンさんプロジェクト、ビ

オトープ、環境教育など様々なプロジェク
トに取り組まれ、成果を上げてこられたこ

とに敬意を表しますとともに、記念誌の発

行を機に、さらに貴会議とのパートナーシ

ップを深め、環境の都づくりをめざして共
に歩んでいきたいと思います。

長岡京市市民活動サポートセンター

大日　美紀子

環境の都づくり会譲の皆様、いつもあり
がとうございます。

どんなイベントや講演会などでも、いつ

も一番早くから最後までお手伝いしてくだ
さるのが『環境の都』の皆様です。それも、

黙々と楽しそうに…・。市民活動家のまず

は、自分も楽しんでやろう！を実践してい
らっしゃると思うのです。これからの人生

は、自分も楽しく、仲間を作って、せめて、

少しでも世もため、人のため（？）になる
ようなことをしたいという共通の願いを持
って、これからも、よろしくお願いします。

長岡京市民活動の中心となって、楽しく町
づくりをしていきましょう！



さらなる地域の取組の輪を広げて
京都府地球温暖化防止活動推進センター

副理事長　浅岡　美恵

市民環境会議の皆様が5年間も、おひさま
発電所を完成させるなど地道な活動を続け
てこられたことは、とてもすぼらしいこと

です。誰もが気候がおかしいことに気づき、

それが人間活動のあり方によることにも気
づいてきています。しかしながら、皆様が

活動を始められてからも気候の異変は加速
的に進行しており、最新の世界の科学者た

ちの将来予測は大変厳しいものです。「今」
が、子どもたちの未来のために、本当に重

要なときです。5年の経験を活かして、よ

り大きな輪となって、“環境の都”長岡京を

築いていかれますよう期待しています。

∵二＿＿＿、．＿－．＿＿

「日本の都」から「環境の都」へ

環境政策推進課一同（環都事務局）

平成13年3月「長岡京市環境基本計画」
を策定後、「何らかの活動をしませんか。」
と呼びかけて5年が経ちました。

設立当初のメンバーから一部代わられま

したが、地道な活動を継続していただいて
いることに感謝申し上げます．

各種プロジェクトを立ち上げて活動をさ
れ、一定の成果を上げられてきました。中

でも、おひさま発電所1号の完成は、市民
の力を結集した成果であり敬意を表します。

今後も、皆さんの活動がスムーズに進め
られるようにサポートしながら、長岡京市
が『環境首都』と呼ばれるように、共に手

を携えて進めていきたいと考えております。
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環境の都づくり会議設立5周年を祝して
長岡京市女性の全　寮　陽子

女性の会が、京都府の委託を受け実施し

た地域のrきずな」創造事業で、環境の都
づくり会議と合同の講演会を、昨年10月
21日に行いました。講師は副代表の西村

日出男先生にお願いしました。「もったいな

いの心で地球が生きる」というテーマで、

限りある地球の資源を大切に守り、次世代
に引き継いでいくことの大切さをお話頂き

ました。地球温暖化防止に向けた取り組み

をこれからもお互いに進め、できることか
ら実践していきたいと考えています。

長岡京市環境の都づくり会議初代代表
鵜野　高資

環境の都づくり会議発足5年にわたる関
係諸各位様のご努力に厚く感謝致します。

私事1999年度市民環境会議以来長岡
京市内の環境問題に取り組んでいますが、

依然としてフルタイムのサラリーマン生活
と掛持ちの為、地道な日常活動に参加出来

ずに申し訳ございません。その分出来る限
り内外のメディア情報を入手したり各種の
シンポジウム、フォーラムに参加したり、

大学の先生方との接触において町づくりか

ら人づくりや行政運営に至る迄各種の政策

提言をさせていただいています。

今後環境の都づくり会議のさらなる発展
を期して、基本とする官民のパートナーシ
ップ原則のもと、日常の地道な活動と政策

提富力の両輪がしっかり回っていく体制に

なっていってもらえればと念じています。
しかし、いずれにしても係わる皆様が楽

しくやっていくことが必須です。



5年の歩みと内外の主要な環境ニュース

（平成） �環都の歩み ���内外の環境ニュース 

11年 �『長岡京市環境基本計画』立案プロジェクト発足 ���ダイオキシン特別措置法制定 

（1999） �公募委員を中心とする「市民環境会議」が組織され、策定主体 
となった。「街づくりJr自然」r循環」「ネットワーク」の四つの部会設置 

「二忘嘉一 【 　■j 

顎配肇二三＿二二．も 　：婆′、 � 

12年 （2000） � ���循環型社会形成基本法制定 改正リサイクル法制定 

壷ニー‾ � 13年 （2001） �3月『長岡京市環境基本計画』策定完了 8月20日「長岡京市環境の都づくり会議」 7つの活動事業（プロジェクト）を設定 �� �環境報告書ガイドライン （環境庁が環境省に改編〉 

則を作成 

14年 �1月20日「長岡京市環境の都づくり会議」正式発足 ���京都議定書批准（我国） 2／27長岡京市「lSO14001」 

（2002） �第1回「長岡京市民環境フォーラム」開催 � 

「2025年持続可能な社会のシナリオ」松下電器富永氏、 

「環境首都への道のり」環境市民スギ本氏 

日・中央公民館にて　38名出席 ���の認証取得 

3／21（木）第2回「長岡京市民環境フォーラム」開催 

r使って楽しいふるさとクーポン（地域通貨）JNPO政策研究所内山氏 

・日間田自治会館にて　21名参加 

6／15第3回「長岡京市民環境フォーラム」開催 

「長岡京市の緑の環境を考える」→〟私たちのまちの環境を考える′′ 

緑の協会永田氏、森林組合立林氏・日産業文化会館にて 

10／26第4回「長岡京市民環境フォーラム」開催 

「長岡京市のゴミ回収とゴミリサイクルを考える」市役所衛生課上村氏 

サントリー河野氏、他3名の講師日・産業文化会館にて　51名参加 
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年（平成） �環都の歩み �内外の環境ニュース U、有害物質使用規制指令 R。HS指令〕、廃電気電子 機器指令〔WEEE指令〕採択 � 

15年　3 �／29　第5回「長岡京市民環境フォーラム」開催　　　　E 

（2003） �長岡京市内の生物と自然を考える”（第4小学校校区）、〔 

村田泰隆氏の蝶の写真、篠原・田丸両氏指導による童謡 
合唱‥4小にて80名参加 

4月「市民共同おひさま発電所」設置活動スタート 

10／26第6回「長岡京市民環境フォーラム」開催 

「地球温暖化防止に向けて具体的行動を！」 

→“家族そろって省エネ体験” 近畿経済産業局村木氏・‥産業文化会館 

‾‾≠く－‾ご』轢寧革森：‾撃つ▲ 

軒■▲‾‾ 
■77°ヽ－小‘ ＋～ ト1笥 」j ■－■慮－ 

16年 �3／25ゆりかご保育園おひさま発電所▲サンさん1号’’ �国土交通省 「環境行動計画」発行 ＿国土交通行政のグリーン化を 

が完成し、点灯式実施 

目指して－ くライフサイクルマネジメントの導 入、環境負荷の小さい交通への転 換、持続可能な国土の形成等） 
‘弧ゝ垂こ“‾き攣琴犠・・熟・腰謬舅寧可憐．こ憲、＿舟Ⅷ ぎぢ＿亘‾‘‾‾・裾一　　　轟慮，・姦表 

′ユノも‾　■。・完∴≦‾一爛熟十　重踏越巌 

、鎧ぎさ　、‾邑‾テ‘㌔1 、黙過．＿ヾ＿ごつ〝∴＿＿＿軍＿ご－ 

5／16第7回「長岡京市民環境フォーラム」開催 

「地球温暖化ってなあ～に？」手作り寸劇“森をつくろう” 

環都会員、ゆりかご保育園園児、一般市民他　産業文化会館 
‾‾t‾‾‾閤■締卿‾r‾’ ●仰ナ・ヤ ＝■■一再■■′r ▲▲＿群書一旬卜 艶還■苧rr■き壁 

12／11，12「京都環境フェスティバル」に出展 
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市民参加の里山再生プロジェクト5年間（2001年度～2005年度）の活動記録

長岡京市環境基本計画策定（平成13年3

月）の循環部会、「里山再生と水循環」の内

容を受け、市民参加の里山再生プロジェク

ト（以下里山再生P）は2001年（平成13

年）5月より、活動を開始しました。

以前より西山の森林をフィールドにして

いる各種団体（乙訓パオ、乙訓の自然を守

る会、長岡創生塾・竹工房、緑の会・西山、

（財）緑の協会）との協働を方針として、

現在はこれらの団体を包含している長岡京

市里山再生市民フォーラムに参画する形で

活動を行っています。

対象フィールドとしては、当初より奥海

印寺・池の尾の長岡京市の市有地を中心に

行っています。

5年間の活動日数は314日、延べ参加

人員は3，277人となっています。

この間財政的には、長岡京市環境政策推

進課の他、（社）国土緑化推進機構、（財）

長岡京市水基金の助成を得て活動を続け、

平成17年には西山森林整備推進協議会の

発足もあり、基盤を得たことから、現在約

30名が活動を継続中です。

5年間の主な活動内容

1）　森林ボランティア

間伐、下草刈り、植樹、まったけ林整

備、観察道整備、遊歩道整備、など、

当プロジェクトの主たる活動です。

現在は月2回、第1日曜、第3日曜を

定例活動日としています。

（D17年度末現在、対象地の20％に当

たる区域（5，200Ⅰ撼）の間伐と下草刈

を実施した結果、地面に光が射し込む

ようになり、オオバノトンボソクなど

が芽を出しています。

②17年4月、岩手県より帰京されたマ

ツタケの吉村文彦先生の指導を受け、

堆積した落葉をはがし、松林をマツタ

ケ林として整備を行っています。

9

③送電線下の比較的樹相の豊かな区間

約500mを観察道として整備、みちづ

くり、木の名札掛けを行いました。

（歩道整備）

（まったけ林の整備）

2）　間伐材等の利用

竹炭製造（当初より継続実施）、子供工

作教室（14年度より継続実施）、大人

木工教室（16年度より継続実施）クリ
スマスリースづくり（14年度より継続

実施）、しいたけづくり（16年度より

継続実施）等を行っています。

（夏休み子ども里山工作教室）



3〉　　自然調査

地の尾地域の草、木、鳥類の調査を実

施、17年3月に発表、報告しました。

草花32種、樹木59種、鳥類67種が

確認されています。　樹木としては、

ヒサカキ、サカキ、ソヨゴ、コバノミ

ツバツツジ、赤松などが多く、鳥類は

メジロ、コゲラ、エナガ、ヤマガラ、

シジュウカラ、ヒヨドリなどが年中観

察されています。

自然観察会、木の名札かけなどを適宜

実施しています。

（ささゆり）

（18年1月）、森林ボランティア行事、

ガラシャ祭などで協働しました。

（ガラシャ条出品）

4）　講演会の開催

16年3月、17年7月の2回にわたり、

滋賀県立大学環境科学部の野間直彦先

生の講演会「里山の生物、環境、新し

い利用の可能性」を開催、里山の整備

や木のエネルギー利用の方向性につい

てご指導をいただきました。

5）　西山森林整備推進協議会の発足

山崎にウイスキー蒸留所、長岡京市に

ビール工場を持つサントリー（株）の

働きかけもあり、西山の里山機能を再

生させるため、産、官、学、市民から

なる西山森林整備推進協議会が平成

17年6見に発足しました。

環境の都づくり会議・里山再生Pは当

初より積極的に参画し、初年度（平成
17年度）は西山森林整備構想の策定

10



第3回市民環境フォーラム（14、6、15）報告資料

環境の都づくり会議市民参加の里山再生プロジェクト

13年度活動記録

里山再生プロジェクトが目指しているもの
・里山を手入することにより、生き物（植物、動物）の多様性を取り戻す

・里山の自然循環をいかした、燃料や食べ物のある程度の自給による廃棄物や

炭酸ガスの削減
・安全で、おいしい水や農産物の生産の基礎になる水、土を生き生きさせる

活動記録
1、竹の子堀体験　　5月6日（日）15名参加

湯川周子さんの薮で、竹の子堀体験と焼き竹の子（食事）
2、西山鳥暗囲づくり・第1回　7月29日（日）

7名参加（市民会叢メンバー　3名）

高山栄さんの指導で、西山の竹の侵食状況の調査ときのこなどの自然観察
3、森林ボランティア体験　10月28日（日）　6名参加（メンバー　3名）

みどりの会・西山の田村治夫さんの指導で湯谷寺山林の間伐と下草刈りの体験

4、竹林整備・竹炭づくり体験学習　11月10日（土）

6名参加（メンバー　3名）

長岡創生塾・竹工房・須田晃弘さんの指導で竹林整備、竹炭焼成の説明を受ける
5、西山鳥略図づくり・第3回　11月25日（日）　4名．参加（メンバー1名）

6、竹炭づくり体験学習　12月8日（土）～12月23日（日）

15名参加（メンバー　3名）

長岡卵生塾・竹工房・松村尚洋さんの指導で竹炭づくりの一連の過程を経験

初日の竹割りは、京大ハンドボール部の学生さん8名の参加もありました
7、日吉町「府民の森」見学　　2月9日（土）13名参加

木工体験教室（本立て若しくはプランター）

講演（森林の施業技術…京都府森と緑の公社・中尾局長）

温泉（スプリングひよし）入湯

8、竹炭づくり体験学習・第2回　　2月16日（土）～3月3日（日）

10名参加

前回の焼成が不調に終わったこともあり再度挑戦、成功しました

新参加者も5名おられ、良い経験となりました
9、その他講演会などへの参加
・新エネルギーセミナー（主催・滋賀県）　2月2日（土）

・第12回「竹とくらし　いま　あした」（主催・京都府立大学竹類文化研究会）

3月30日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

（合計　実施日数　　28日　　　　延参加人員　100名）
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長岡京環境の都づくり会議（15、5、13）報告資料

市民参加の星山再生プロジェクト14年度活動記録

里山再生プロジェクトが目指しているもの
・里山を手入することにより、生き物（植物、動物）の多様性を取り戻す

・里山の自然循環をいかした、燃料や食べ物のある程度の自給による廃棄物や

炭酸ガスの削減
・安全で、おいしい水や農産物の生産の基礎になる水、土を生き生きさせる

活動記録

10、　　竹の子まつり参加　5月4日（土）5日（日）里山メンバー2名参加

長岡天満宮で、里山再生PRと竹炭販売
11、　　竹炭づくり・第3回　6月22日（土）～7月7日（日）　成功

里山メンバー　3名参加

松村さん、須田さんの指導。　立林森林組合長さんを含め見学者6名。

15、

16、

17、

18、

平安神宮へ竹炭納入　　7月13日（土）平安神宮・本多禰宜さんと打合せ
7月23日（火）竹炭50kg設置

水フォーラムプレイベント（桂川治水、利水対策協議会他主催）講演会参加
8月10日（土）　長岡京市中央公民館

木工教室　8月19日（月）、22日（木）、26日（月）

午前・午後2回　計6回　塚田さんのグループの指導

夏休みの親子（小学生中心）103名参加
里山勉強会（1）9月21日（土）7名参加

里山勉強会（2）9月28日（土）3名参加

この結果を実施計画としてまとめ、12月10日事務局会議に提出

世界水フォーラムプレイベントイン日吉町に参加
10月19日（土）　殿田交流センター　現地

竹炭づくり・第4回11月2日（土）～11月16日（土）　成功

里山メンバー　5名参加（宮城さん、秋山さん初参加）
立林森林組合長さん4日（祭）参加

10、クリスマスリースづくり　11月30日（土）　午前・午後2回

女性21名参加　マミフラワーデザイン教室・京都藤田恵子指定教室・

粉川佐知子さん（里山メンバー）の指導
11、　宇治里山ビオートープ塾参加　　平成15年1月11日（土）

宇治市中央公民館、現地　　　3名参加

12、森林ボランティア（市管理山林）　2名参加　2・月11日（火・祝）

西山キャンプ場近くの山林の間伐と下草刈り

13、木質ペレット工場見学、樫田温泉見学　2月15日（土）

18名参加　高槻のペレット製造工場、しいたけ栽培場の見学
ペレットを燃料にしている樫田温泉の見学と入湯

14、竹炭づくり・第5回　　2月22日（土）～3月8日（土）　成功

里山メンバー　　6名参加（田原さん初参加）
15、世界水フォーラム「桂川流域に関するディスカッション」　3月23日（日）

ハートピア4階　京北町、日吉町他のワークショップの総括に参加

16、森林ボランティア（市管理山林）　4名参加　　　3月30日（日）

西山キャンプ場近くの山林に約300本の赤松を植樹

（合計　　実施日数　47日　　延参加人数　344名）

12
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長岡京市環境の都づくり会議く16，5，16）報告資料

市民参加の里山再生プロジェクト15年度活動記録
1）星山再生プロジェクトが目指しているもの

・里山を手入することにより、生き物（植物、動物）の多様性を取り戻す
・里山の自然環境を生かした、燃料や食べ物のある程度の自給による廃棄物や炭酸ガスの減少
・安全でおいしい水や農産物の生産の基礎になる水、土を生き生きさせる

2）活動の内容 

活動名 �実施日 �活動地 �活動・内容 �活動人見（延） �傭考（間伐面積など） 

間伐作業 �5／4．8／1．7／6”8／3，9／7．9／2 1，10／19，11′2，12／7．1／4，2 ／1，3′7 �池の局地区 �間伐、徐伐 �132名 � 

森林ボランティアの日 �9／21， �同上 �チェーンソワの使い万 植生・鳥類調査 �16名 � 

植林活動 �4／10， �同上 �赤＿松300本植樹 �15名 � 

椎茸植付 �3′7． �同上 �こならに椎茸菌植付 �8名 �1，600の菌植付 

植生、鳥類調査 �9／21，10′19，11／2， 12／7，1／13， �同上 �種類、本数などの調査 �37名 � 

竹炭焼成 �6／15－7／19，7′1！卜 7／2tI．8／4－8／15．11／5－ 11／20，2／23－3／6，3′1ト 3／31． �粟生竹薮 �竹炭、煤竹焼成 �60名 � 

星山工作教室 �8／1乳8／25，8／30 �グリーンハウス �里山の集材を使った工作 �弼名 �好評雷少年30 

クリスマスリースづくり �11／2， �サポートセンター �豊山■材ftったクリスマスリースづくり �27名 �好評　青少年3 

講演会 �3／23， �中央公民館 �阜山保全とバイオマス利用∴滋 賀鼻血大半野間先生講演 �23名 �好評　青少年45 

市民環境フォーラム �10／26， �産業文化会館 �活動紹介ブース展示 �90名 � 

合計 �79日 � � �504名 �青少年　78 
3）活動の成果1、対象地（池の鳥地区）の8％芸当奥る区域（2，000ポ）の間伐と下草刈りを実施した結果、 

地面に光が射しこむようになった。
2、対象地域全域の植生調査、鳥類調査を行った。
3、対象地域の植生、鳥類の案内板を作成した。
4、赤松300本を植林した。
5、森林ボランティアの日の活動を行った。
6、間伐は保存する樹種を選別、表示して残した。
7、間伐作美の日を毎月第一日畦日に決めたので、都度通知しなくても集まるようになった。
8、希少植物（笹ゆり、ききょう）の養育に取りかかった。
9、間伐や植林による炭酸ガス減少や地球温暖化防止効果の計量的把握は次年度の課題。

4）参加者の感想など
1、里山工作教室の新聞報道…別添
2、9月21日、森林ボランティアの日の作美内容参加者16名

1）田村さんの指導による、チェーンソウ、なたの使い方、
かかり木などの処理と実際の間伐作業

2）フィールド調査、今回のフィールドとなる池の尾の踏査、

数カ所の小さい滝、椿が多い場所、ぎんりょう草、サルノコシカケ、ふゆいちご
さんしよ革などを調査、観察しました。

3、3月7日午後　椎茸菌植付の作業内容
参加者　8名　50～60本のこならのほだ木に、1，600の菌を打ち込みました。
緑の協会からお借りした、小型発電機、3つのドリルが威力を発揮しました。
3時過ぎ、ほだ木にシートをかけ菌が回るようにして下山。

5）その他15年度は（社）国土緑化推進機構、（財）長雨京水資源対策基金の助成を受けました。
以上
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環境の都づくり会諸里山再生プロジェクト16年度活動報告　　　　17，4，7作成
事業の概要1）活動の目的・生山を手入することにより、生き物（植物、動物）の多様性を取り戻す

・生山の自然環境を生かした、燃料や食べ物のある程度の自給による廃棄物や炭酸ガスの減少
・安全でおいしい水や農産物め生産の基礎になる水、土、空気を生き生きさせる

2）活動の目標・r四季を感じられる山」に整備する
2）活動の内容

活動名 �実施日 �活動地． �活動内容 �活動人員（蛮） �備考（間伐面積など） 

間伐作業 �4／28，5／2，8／8，6／20，7／4，8／1 ．9／11．10／3，11／7，12／19．1／1 8，2／6．3／6．3／14．15 �池の尾地区 �間伐、徐伐 �110名 �2．500汀整備 

森林ボランティアの日 �9／21， �同上 �間伐体験、植物観察、木 の名札かけ �16名 �青少年2名 

植林活動 �2／27． �同上 �山桜など35本植樹 ききょう植付50本 �20名 �青少年1名 

椎茸植付 �2／6，3／21 �同上 �こならに椎茸菌植付 �4名 �2．㈱の雷植 付 

植生、鳥類調査 �5／29，9／21，9／28 ，11／30．2／27， �同上 �種類、本数などの調 査、残す未の選定 �37名 � 

散策道調査 �2／12 �同上 �新散策道調査 �3名 � 

竹炭焼成 �2／25－3′19 �粟生竹薮 �竹炭、煤竹焼成 �90名 � 

里山工作教皇 �7／31，8／19 �グリーンハウス �里山の素材を使った工作 �82名 �好舞雷少年20名 

クリスマスリースづくり �10／16，10／17．11／3， 11／21 �サポートセンター �1山■材をtったクリスマスリースづくり �39名 �好評　雷少年1名 

フォーラム、友好祭 �5／16，9／26．2／19 �彙暮文七量■、t中、13 �活畿内春展示、木工教室、鞠品 賑允． �311名 �好評　青少年300名 

勉強会 �10／30，3′19．3／24 �サポートセンター他 �講演会参加2回 �6名 � 

打合せなど �5／15，6／28．7／3．1／吼1／26．3／ 25 �グリーンハウス他 � �21名 � 

合計 �58日 � � �ナ19名 �青少年　324名 

3）活動の成果 
間伐、徐伐活動1、対象地（池の尾地区）の15繁に当たる区域（3，900ポ）の間伐と下草刈りを実施した結果、

地面に光が射しこむようになった。
2、間伐は保存する樹種を選別、表示して残した。3、森林ボランティアの日の活動を行った。

4、間伐作美の日を毎月第一日曜日に決めたので、都度通知しなくても集まるようになった。

植樹活動　1、山桜、エノキなど30本を植樹した。2、希少植物（ききょう）50本を植えつけた。
3、希少植物くききょう、ささゆり、かわらなでしこ）の養殖を行っている。

調査活動　1、対象地域全域の植生調査、鳥類調査を行った。
2、対象地域の植生、鳥類の案内板を作成した。3、散策道の調査を行った。

間伐材利用1、大人、子供工作教主、クリスマスリースづくり
2、花壇材料の間伐材供給（230本）3、椎茸の植付（80本）

その他　1、間伐や植林による炭酸ガス減少や地球温酎ヒ防止効果の計量的把握は次年度の課題
2、保水力向上のメカニズム解明と具体的方法についても今後の課題

4）新聞報道、行事の状況など
1、里山保全活動新聞報道・・・7月7日京菰新聞…別添
2、星山木工教室新聞報道…8月1日京都新聞…別添

早、西山樹木観察会新聞報道・・・2月7日京都新町■・別添
4、子供夏休み工作教室（8／19）…写真添付
5、森林ホ◆ランテげの日行事（9／2け・・写真添付
6、クリスマスリースづくり（11／21）・・・写真添付
7、長岡第3小学校友好祭（2／19）‥・写真添付　8、西山樹木観葉会（2／27）・・t写真添付

以上
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長岡京市環境の都づくり会議・市民参加の星山再生プロジェクト平成17年度事業報告
18．4，11作成

環境の都づくり会議・星山再生プロジェクトは長岡京市里山再生市民フォーラムに参加、他の団体（
緑の会・西山、乙訓の自然を守る会、西山森林整備推進協議会、（財）長岡京市緑の協会など）および
一般市民と共に、西山の星山再生活動を行っている。

事業の概要
1）活動の目的・星山を手入することにより、生き物（植物、動物）の多様性を取り戻す。

・里山の自然環境を生かした、燃料や食べ物のある程度の自給による廃棄物や炭酸ガスの減少。
・安全でおいしい水や農産物の生産の基礎になる水、土、空気を生き隼きさせる。

2）活動の目棲・r四季を感じられる山」に整備する。
3）活動の内容 

活動名 �実施日数 �活■●加入員（麓） �活動地 �活動内容 �備考 

間伐作業 �21 �356 �池の尾地区 �間伐、徐伐、下草刈、堆 積落葉の除去 �昨年度より6回増 

植樹・植栽活動 �20 �52 �目上、長円公｛ 靡竃寺公胃 �松および希少植物 � 

植生、鳥類調査 �19 �24 �池の尾地区 �種類、本数などの調査、 残す木の選定など �草木、鳥類調査結果発 表里山マップ作成着手 

林道・散策道調査 �2 �7 �池の尾　西山 � �西山協議会に協力 

まったけ栽培 �2 �24 �池の尾地区 �吉村先生指導、NHK放映 � 

竹庚焼成 �12 �43 �粟生竹薮 �竹炭、煤竹焼成竹搾液 � 

里山工作教室 �5 �151 �グリーンハウス �星山の素材を使った工作 �青少年　22名 

クリスマスリースづくり �3 �36 �サポートセンター �里l丑素材を便ったクリス マスリースづくり � 

フェスタ参加 �3 �750 �ガラシャ祭りなど �活動内容最示、木工教室、物 品販売． �青少年　多数 

講演会・勉強会 �7 �86 �サポートセンター他 �講演会開催1回 � 

講師派遣 �2 �7 �キャンパスプラザ �京都府立大公開シンポ � 

打合せなど �6 �74 �グリーンハウス他 �打合せ、会議など � 

合計 �102 �1610 � � � 

4）活動の成果

間伐、徐伐活動1、対象地（池の尾地区）の20％に当たる区域（5．200ポ）の間伐と下草刈りを実施した結果、

地面に光が射しこむようになった。
2、間伐は保存する樹種を選別、表示して残した。
3、西山森林整傭推進協議会の森林ボランティア活動日（11月26日）に参加、協力した。
4、間伐作美は6月より月2回（毎月第－、第三日曜日）に増やした（従来は月1回）。

植樹活動　　1、松15本を植樹した（池の鳥地区）。
2、希少植物山あじさい100本を植樹した（長岡公園）。
3、希少植物（山あじさい、ききょう、しまかんぎく、笹百合など）190本を

植樹したく勝竜寺公園）。
調査活動　1、数年間の草木、鳥類の調査結果を発表（5月14日・講演会）。

2、散策道の調査を行った。
3、対象地域の植生、鳥類の案内板を作成した。
4、星山マップ作成に着手。
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間伐材利用　1、吉村先生の指導をうけまったけ栽培に着手した。
堆積落葉の除去を実施中。

2、大人、子供工作教室、クリスマスリースづくりの継続実施。
3、昨年植え付けの椎茸より5kg収穫した。
4、トーテムポール作成中。
5、ひのきの入浴剤、300個をフェスタで無料配布。

フェスタ・講演会1、ガラシャ祭り、まちづくりフェスタ、まちびらきフェスタに参加した。

2、里山保全をテーマに野間先生の講演会を実施した。
3、チェーンソウ講習会、5名受講。

西山協義金に参画1、協議会委員、ワーキングチーム負として5名参画。
2、森林ボランティア行事、ガラシャ祭、林道調査に参加。

講師派遣　1、京都府立大学公開シンポに報告者、パネラーとして参加。
2、府民だよりに活動紹介を掲載。

5）新聞報道、行事の状況などく添付資料省略）
1、植樹活動新聞報道…4月14日京都新聞・・・別添
2、まったけ栽培者辛目・4月29日NHK放映＝・写真添付
3、講演会新聞報道・・・5月15日京都新聞…別添
4、西山森林整備推進協議会新聞報道Ht5月28日京都新聞‥・別添
5、子供里山工作教室新聞報道＝・8月19日京都新聞・・・別添
6、西山森林整備推進協議会森林ボランティア薪欄報道…11月27日京鵡新聞・‥別添
7、まちづくりフェスタ参加新聞報道‥・2月26日京書新聞…別添
8、京都府府民だより・・・別添
9、森づくり公開シンポ新聞報道‥・3月26日京都新聞‥・別添

以上
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ビオトーププロジェクト

リーダー　中根田勝借

一期一会

私の環境都づくり会議の出会いは「第

5回　小泉川再発見の集い」のチラシ

を見て参加したのが最初の出会いでし

た、ちょうどその頃は定年退職した時

期でもあり何か社会に恩返しが出来な

いものかと色々考えていた時でもあり

自分のニーズに合った企画でもあった

ので飛びついたと思っています。

この企画は‡まち再発見プロジェクト）

のリーダーだった市木哲夫によるもの

で、面白い事をしているんだと感心し

ました、入会してはと誘われてすんな

り入ったしだいです、

私ももともと自

然が大好きで特

に魚類について

は人一倍興味が

あったことも一

つです、

′ト泉川の過去と

現在の魚類調査

報告を井上巌さ

んから説明をう

け感銘したこと

を覚えています

環境の都づくり

会議がどういっ

た団体なのかよ

り江川さん、市木さん、井上さんにお

会い出来たことやこの人達と一緒に何

か出来る事のほうが楽しいのではと自

分なりに決断したことを覚えています

これが私がメンバーとして皆さんと一

緒になって活動することになったしだ

いです、

まち再発見プロジェクト、や後で出て

くるビオトーププロジェクト（湯川り
－ダ）の活動は長岡京市の環境基本計

画に基づいている事も後で知りました

この時点では地球の温暖化という言葉

も無かった状態で、自然環境破壊や水
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の問題が活動となっていたように思わ

れます。

小泉川との最初の出会いは平成14年

7月27日の「′ト泉川再発見の集い」

です、約15名の参加者でした、

小泉川は西山を水源として桂川にそそ

ぐ全長7kmの小川です、水は透明度

も高くJHには魚が多く見られました、

でも魚の大半が川ムツとオイカワばか

りで他の種類が何故少ないか、居ない

のか疑問になりました、直ぐに分かり

ました、桜橋から下流には1m以上の

高さの砂防ダムが10箇所もあり桂川

との合流点には5m以上のダムが2個

もありこれでは魚が遡上することも出

来ません、井上さんの説明では魚連は

それぞれのダムの間で生育していると

のこと一旦大雨になれば魚達は流され

てしまい二度と元の場所には戻ってこ

られないとのことでした、

＼　■＼∴＼、、∴」

又′ト泉川の側に京都第二外環状道路（

にそと）が作られることが決まってお

り現風景が大きく変わってしまうこと

も分かり、今の内に小泉川の現状を調

査しそれを「小泉川魚地図」として残

しておきたいという思いで作りあげま

した。調査した結果は，あまりにも魚種

が少ないのに驚きました　発見出来た

18

のはオイカワ、川ムツ、フナ、ドンコ

ブラックバス（人が放流したもの）の

みで過去にいたメダカ、ドジョウ、タ

ナゴ、等は発見することが出来ません

でした、

魚地図は平成14年9月19日から21

日まで長岡京市産業文化会館で展示会

を行い多くの市民の方に鑑賞していた

だきました。

♂？引＿＿一一√－

ざ仁＿攣　き

lo

了

仁ニ
′▲‾一一一∵〆

肴速了靂二三道

京都新聞洛西版にも掲載されました、

その後　この魚地図は第五小学校や長

岡中学等で出前授業に活躍したり、イ

ズミヤで展示等に使われました、

平成15年5月21日に第5小学校に

寄贈され現在も職員室前の廊下に掲示

されています、

出前教室の元年

′ト泉川魚地図パネル展から出前教室が

頻繁に行われる事になりました、

平成14年9月28日、10月28日

第5小生涯学習委員会主催のビオト
ープ勉強会に参加、

10月17日第4′ト5年生を小泉川の

魚調査、サワガニ取りに案内。

10月18日第4中1年生（24名）の

総合学習「環境との共生」に市水道局

・
－
I
J



と一緒に参加しました。

10月21日第4小5年生（57名）に

小泉川の魚パネルやまち再発見プロジ

ェクト活動のお話をしました、

10月31日第4小5年生に、サワガニ

のハクセイ作りの指導をしました、

ビオトープ実施計画策定

平成14年9月1日に策定されました

（背景）

長岡京市に源流を持ち市内を流れる小

泉川は市民の川として源氏ボタルを育

てたり、川の保全や浄化を目指し各種

の施策が進んでいますが、魚その他の

自然の生き物が住みやすい環境にはも

う一歩の状況といえます、さらに児童

生徒の総合教育の場、市民のふれあい

の場としては不十分です。

（達成目標）

＊　小泉川と市民の共生をはかる。

＊水質浄化をさらに進める。

＊　魚をはじめ各種の生き物が住みよい

環境を作る。

＊　全域をビオトープにし、子供が遊べ

るゾーンを作る。

＊　′ト泉川情報センターづくり。

（事業の概要）

1、水質保全の活動

2、魚の遡上みちづくり

3、ビオトープづくり

4、小泉川情報センターづくり

（活動計画）

14年度　A，マスタープランづくり

（現地調査を含む）

15年度　B、魚の遡上道づくりとビオ

トープ整備（2年計画）

16年度　B、C、小泉川情報センター

づくり、

D、体験教室の開設

行政　　　　A，B，C

関係団体　　A，B，C，D

関係企業　　A，C，D

市民　　　　A，B，C

ビオトープの実施計画がこの時点で

策定されましたが、このうち一部のも

のを残し実施されて来ました、

実施計画にもとづいて、実施活動方針

を平成14年11月12日に井上さんが

策定してくれました、現在もこの方針

にもとずき取り組んでいます。
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ビオトーププロジェクト

実施活動方針

井上　巌

1、当面12名のメンバーを目標に活

動

2、小、中学校とコンタクトをとり、

自然を大切にする心を、私達と
一緒に分かち合えること、

野外教室への参加、及びビオト
ープづくりにも支援する、

3、小泉川、小畑川、を中心に環境

と自然の生態系を呼び戻しゆっ

くりと楽しみながら散策出来る

ビオトープポイントを作る、

小泉川はダムを魚道に改修し桂

川の合流点にある3段ダムを撤

去し魚が遡上出来る環境を作る

′ト畑川は岸に葦を植えワンド型

ビオトープを作る、

両河川とも水質検査を定期的に

行う、

4、自然体系をそのまま残す場所を

本来のビオトープ指定地として

保全、

5、市内中心の公園、や池の範囲を

決めビオトープとして指定、管

理する、

上記実現のため、市民、行政、企業、

が一体となって取り組みに努める、

11月19日には、井上、藤原、市木、

小根田、4名が乙訓土木事務所、河

川砂防課長　橋本氏、細見技師に面

会し私達の思いを聞いていただきま

ました、橋本課長とはこのことがきっ

かけとなり今後色々とお世話になりま

した、

小泉川の砂防ダムの大半を魚道に改修

していただき平成18年度にはアユが

1、2匹遡上してくれました、

小畑J吊こは平成16年5月にワンド型ビ

オトープが完成し滝の町の市民が中心

としたビオトープ会が設立されました

（京都新聞洛西版に5月18日に掲載）′

「小畑川懇談会」も滝の町市民が中心

になって小畑川の夢を語り合っていま

す、

毎年第10′トの5，6年生（約100

名）と滝の町自治会員とでビオトープ

周囲の清掃をしていただいております

周りにはかんなの花が自然繁殖し自然

公園のようになってきました、
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小泉川ビオトープ作り

平成16年10月16日、井上さん

の指導のもとに第5小の生徒及

び父兄参加で手作りのビオトー

プ作りを始めました、市や学校

農協の方の協力で資材を提供し

ていただきました、 平成17年3月にやっと完成しました

3月の完成まで毎月土曜日、隔週2回

作業にあてました、生徒は毎回10～

15人ほど参加し一緒にいい汗をかき

楽しい時間を過ごした事と思います、

子供達も慣れない手つきでスコップを

使いカエルや、ミミズ、カメが出てく

くると大騒ぎでした、

やはり一番大変だったのは穴堀ではな

ったかと思います、

ビオトープ作りで自然や環境の大切さ

を学んでくれたこととおもいます。



竹炭焼きの開始

平成15年10月10日より井内にある

みどりの協会の資材置き場をお借りし

て市の移動窯で竹炭焼きを始めました

当日のメンバーは藤原さん、山内さん

奥西さん、神山さん、草場さん、湯川

さん、中根田による7名でした、

移動窯で竹炭焼きの技術を習得したの

でドラム缶で独自の窯を作ろうと藤原

さんから引継ぎ奥西さんに製作しても

らい現在も活躍しています、

7き’

小泉川ビオトープも平成18年4月を

もってにそと鱒工事のため閉鎖する

ことになりました、楽しい思い出が

いっぱい詰まったビオトープでした

が又再開出来ることを期待したい

と思います、

ビオトープに使ったシートは大切

保管しています、

めだか達は市民の皆さんに飼育し

てもらっています、



小泉川源流の鳥轍園作成

平成15年10月西山の竹薮の状況をしり

たくて鳥瞭図を作成しそこに放置されてい

ると思われる竹薮をプロットしました、竹

は毎年すごい勢いで拡大して行くといわれ

ているとおり雑木林にまで入りこんで行く

のがよくわかりました、これからも調査と

拡大を防ぐ工夫が課題となっています、

親子体験学習の集い

竹の子が出来るまで

平成14年12月14日湯川新一さんの

竹畑で土いれを体験しました、一輪車

での作業は結構力がいる作業でした、

いい経験をさせていただきました、

竹林再生部会発足

平成17年10月ビオトーププロジェク

トのメンバーである渡辺節郎さんをリ
ーダとして発足しました、

ボランティアも13名となり毎月隔週

の月曜日を作業日にあてて活動をはじ

めています、

今後団塊の世代が定年を迎えて入会し

てくることも予測されるため、その為

の環境の整備が急務となります、放置

竹薮の借用には、いまだに地区や地主

の抵抗が根強い、しかし私達の活動は

地主の理解と協力がなければ活動の継

続は不可能です。
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環境紙芝居の作成

平成15年4月地球温暖化を子供達に

分かり安くするために紙芝居に仕上

げました、さっそく長岡中1年生（

150名）を対象に出前教室を行いま

した

二二寺
この課題解決にはやはり行政の指導が

不可欠です、

今後もさらに行政と関わりを増やし協

働体制で推進していきたいと思います、

このまま放置竹薮を無管理にしておけ

ば、西山は樹木の育たない山になって

しまいます、

竹は毎年5メートルの勢いで拡大して

行くといわれています、早ければ早い

ほど自然環境にいい山になって行くと

思います。



修復で生態系ピラミッドを復元

小泉川ビオトープ作りの思い出

着工～完成～終了まで

井上　巌

小泉川のビオトープ作りは　ひょんな

きっかけで始まりました、

平成16年、市会議員の尾崎百合子さん

より、第5小学校で「ふれあい広場実行

委員会」が実施されるので推薦したいと

の電話があり承諾しました、早速子供居

場所づくりの会長中′ト路さんにお会いし

土曜日に子供達が元気で学べるふれあい

広場に是非参加して欲しいとの話で、喜

んで承諾しました、特に私達プロジェク

トには池が無かったのでメンバー皆も喜

んで協力してくれました、

泥んこ遊びの始まり・・着工

井上さんが以前から市広域道路課から下

海印寺の花園を借りておられたのでその
一角を借用して平成16年10月よりメン

バー（井上、江川、奥酉、小根田、神山、

草場）、を中心に担当の先生（父兄、生徒

約20名）、一般市民の飛び入り参加で着

工に取り掛かりました、

約1ケ月後、6mX4m四方の水辺観察

道が完成、道の周りは竹の杭が打たれ手

づくりの池らしきものが出来ました、

観察日、作業日を各月の第1、第3土曜

日としました、池には早速トンボが飛ん

来て卵を産んでいました。

ビオトープの役割

「ビオトープ」とはギリシャ語

で生き物の成育場所という合成

語です、川だけでは生態系の経

はむずかしく、池や雑草の茂る

場所を人の手で作ってやり自然

環境が修復されることにより生

体系のビラミットが復元出来る

のです。

完成そうして終了

平成17年3月にビオトープが

完成しました、メダカやドンコ

フナなどを子供達と放流したり

私達も子供に帰って遊びました

にそとの工事のため平成18年3

月に使用中止になりました、子

供達と　ささやかなお菓子と、

茶でお別れ会をしました、メ

ダカは子供達が持ち帰り、他の

魚は川に再放流しました。

rr竪紛
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エコチーム

私が環都会議に参加したのは平成15

年1月25日に「省エネ共和国を作りま

した」という題名で、第5回環境教育ミ
ーティングで発表からです。

ここで、年月とエコチームの主な活動

項目を挙げます。

15（2003）／1／25　省エネ共和国建国の話

5／8　京都グリーンファンド訪問

5／　公募5kWチラシ作成と

市内各地に1500枚配布

6／4　ゆりかご保育園応募

6／9　NEDO説明会同日受付開始

業者選定見積書、申請書提出

7／4　NEDO締め切り

9／17　上期としてNEDO不採択

10／14～11／14NEDO下期募集、再提出

10／26市民環境フォーラム，村木課長講演

12／26　NEDO採択　寄付集め開始

16（2004）／2／24　京都府新エネルギー補

助条例公布

3／25　ゆりかご保育園点灯式

8／24　地球の学校（∋ゆりかご保育園で

フォトランゲージなど

10／16　第九小　親子温暖化教室

ト2年主体45人，大人25人

11／20　地球の学校②クイズなど

12／11，12京都環境フェスティバル出展
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村上　薫

17（2005）／4／1地域協議会，環境省に登録

5／7　第8回市民環境フォーラム

小畑川ビオトープなど五小

6／18　バンビオ1番館エコマートでお

買物、竹炭掴み取り、他

8／21バンビオ1番館、自転車発電で

新幹線走らす、ビバ鉢など、

11／17　第10回市民環境フォーラム

府立大松原斉樹教授講演，市内

事業所の省エネ発表など

12／10・11京都環境フェスティバル出展

18（2006）／11／18市民環境フォーラム使用

済てんぷら油回収からBDFへ

12／9，10京都環境フェスティバル出展

上記、主な項目を年月順に挙げました。

その中で一番印象に残ったのは央張り

なんと言っても、私個人だけでもなく、
エコチームだけでもなく、市役所職員を

も含め、多くの人たちがおひさま発電所

を「ゆりかご保育園」に寄付集めをして

設置できたことです。

ご寄付して頂いた人が250人を越えま

した。京都府からも、NEDO（独立行

政法人新エネルギー・産業技術）の採択

後、今回の寄付集めなど波及効果が大き

く、また新エネルギーであることから、

新規に条例を作り、100万円を補助して



くれました。

環境、省エネ活動の中で、寄付集めす

るなど考えてみたこともありませんでし

た。京都グリーンファンドの大西さんか

ら細かなご支援があったからこそです。

さらにその後ろ立てに京都府からの大き

な支援が、最初からあったのでした。

何しろ、NEDOの採択後、府のほう

が近隣市町村で100人の寄付者数100％

の補助金、つまり70人だったら70％の

70万円とのこと、地域住民主体というこ

とも後からわかりました。良く考えれば

そうですね。地域、長岡京市では143名

を越え享した。寄付者総数は250名を越

えま渚0
今思い出しても、1口1000円の寄付

のお願いは、気合が入りました。毎日、

この人はと思う人に声を掛けお願いして、

郵便振替用紙を渡しました。ゆりかご保

育園は知らないけれど、私が環境ボラン

テアで、いいことをまた大事なこと、地

球温暖化とかなにやらやっているとして

振り込んで寄附していただいた方には頭

が下がりました。NEDO（国）が半額

出してくれます。C02を出さない自然
エネルギーで電気を作る太陽光発電装置

は高価なので皆さんのご寄付で設置しよ

うとしています。

ご協力ください。一呼吸入れて、何を言

うか考えて言いました。だんだんなれて

きてすらすらと言えるようになりました。

よく身のまわりを見ると、毎年、赤い

羽根の共同募金、社会福祉協議会が自治

会を通じて募金を集めに来ていますね。

16年3月25日（木）午前11時から

の点灯式には関係者延べ約80人がゆり

かご保育園に集ってくれて、保育士さん

の劇、茶話会などでお祝いして感激しま

した。
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16年8月24日は京都府地球温暖化防

止活動推進センターの木原さんが講師で

「地球の学校①回目」が開かれた。地球

温暖化とはどういうことか、ワークショ

ップ形式の学習会は、新任の若い保育士

さんをも含めて、フォトランゲージ（写

真を見て何を意味しているのかを話し合

いグループ別に発表する）形式は大変た

のしいものでした。かたい地球温暖化の

話がこんなに楽しくできるのか驚嘆しま

した。

16年10月16日長岡京市立第九小体

育館での親子温暖化教室で集ったのは、

大人25人。木原講師。家の中で使って

いる電気製品は何かを黒板に巻き上げて

いき、電気を作る火力発電所では、石油・

石炭・天然ガスを燃やす。そのときに二

酸化炭素が大量に出る。この二酸化炭素

が地球の周りを取り巻き、太陽の熱が逃

げなくなり地球が暖かくなりつまり温暖

化してくる。そして、人間も動物も住め

ない植物も育たない地球になってくる。

電気を使うことを減らすことが、二酸化

炭素を減らすことになる。TVを見る時

間を減らそう。TVゲームをする時間を

減らそうというワークショップを地球の

絵を繕いたりして説明した。私の班では

子供たちは何とか発表してくれた。理解

してくれたかなと思ったが、後から、お

母さんがたからよかったと聞いてほっと



しました。

16年11月20日地球の学校②はクイズ

方式でゆりかご保育園で木原講師が実施。

園庭では保育士さんに連れられて園児が

見にやってきた。自転車をこいで新幹線

Nゲージを走らせると歓声を上げてくれ

ました。後から写真を見ると良くわかり

H17年（2005）1月11日京都府の職員

さんからのおすすめで環境省に「地球温

暖化対策地域協議会」を申請、4月1日
には登録された。長岡京市環境の都づく

り会議として環境省のHPで見えます。

地球温暖化対策地域協議会は、この民生部門

における温室効果ガスの排出量を削減するた

め、地球温暖化対策の推進に関する法律第26

条第1項の規定に基づき、地方公共団体、都道

府県地球温暖化防止活動推進センター、地球温

暖化防止活動推進員、事業者、住民等の各界各

層が構成員となり、連携して、日常生活に関す

る温室効果ガスの排出の抑制等に関し必要と

なるべき措置について協議し、具体的に対策を

実践することを目的として組織するものです。

環境省HPより引用しました。
17（2005）年5月7日第8回市民環境フ

ォーラムが第五小にて小畑川沿いのビオ

トープ見学など含めて実施した。
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17年11月27日第9回市民環境フォー

ラムを長岡京市立中央公民館で実施。
「温暖化の暮らし方と住まい～厚さ寒さ

とどうつきあうか」をテーマに京都府立

大学人間環境学部教授の松原斉樹（なお

き）先生の講演、ムラタ製作所、三菱電

機、ダイハツ、サントリー様の企業内省
エネ取り組み状況を発表していただいた。

18／11／17　第10回市民環境フォーラム

BDF廃食油活用

京都環境フェスティバル3年連続出展。
16年12月自転車こぎ新幹線模型走行他

17年12月ミニソーラーカー組立大人気

環都会議のクイズラリー
18年12月ミニソーラーカー組立大人気

ゴミクイズのアンケート

今後とも多方面でできるところから温

暖化防止を進めてまいります。

以上



廃食用油回収とその有効活用への取り組み

はじめに

一般家庭で天ぷら等に使用された後の油

（廃食用油）が下水に流された時、また固

形化されて焼却ごみとして廃棄されてもそ

の処理には大量のエネルギーが消費される。

そのためこれら廃食用油を回収し再利用す

ることが最近行われるようになった。

廃食用油の有効活用には従来から取組ま

れてきた石鹸への再製以外にrバイオディ
ーゼル燃料（BDF）（注）」として活用す

ることの期待が大きい。

長岡京市でもこれまで検討されてきたが

まだ具体化の計画がない。（コミュニティバ

スには採用されていない。）京都市内では、
一部のバスやゴミ回収車にBDFが使用さ

れているが、長岡京市内でも「バイオディ
ーゼル車」を走らせて、廃食用油の活用に

弾みをつけたいと考えている。

既に廃食用油の回収活動は自治会等で進

められているので、環境の都づくり会議と

してのこの事薫への本格的取組みは19年

度以降となるが、18年度は、フォーラム

の開催や、関連するテーマの調査、試行を

行った。

なおこの事業は京都府地球温暖化防止活

動推進センターの提案型協働地球温暖化防

止事業としての支援を受けて行った。

（注）バイオディーゼル燃料とは

主に菜種油等の植物油を原料として製造

されたディーゼル燃料で、化石燃料である

軽油の代替としてディーゼルエンジンに使

用できる。排気ガス中の大気汚染物質を低

減でき、大気中の二酸化炭素の低減に効果

があり、地球温暖化防止につながる。

1．長岡京市における廃食用油の回収状況

長岡京市では既に自治会等で廃食用油の

回収が行われている。

回収方法はそれぞれ工夫がされており、

最も一般的には「使用済み天ぷら油回収」

の旗を立て、保管用のポリタンクを設置し

て、常時または日を決めて回収されている。

車に保管用ポリタンクを乗せて自治会内を

循環したり、個別に家庭を訪問する人もあ

る。また、市の分別回収ステーションで個

人的に回収している自治会もある。

18年10月現在24の拠点で月約32

0」の廃食用油が回収されている。

＿一■■－■・一・一一一

劉削柚虜動誠ほ

リサイクルした

C・FUEL
ハイIナイーtl■申■・

■齢二一■－■・一　　　　　筋　1嘩鱒k電鍵好事雫　祝し

乙訓地域を走っている、B‾bFを使用した

京都生協の配送車。

2環境フォーラムの帥催

廃食用油はバイオディーゼル燃料（BD
F）をはじめ、石鹸や塗料、飼料など多様な

用途があることを紹介し、そのような用途

や廃食用油の回収活動の現状について市民

にお知らせすることで、「資源になるものを

捨てるのはもったいない」との認許を広め、

廃棄物の発生抑制や、資源の有効活用の推

進につなげることを目的に本フォーラムを

開催した。
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・テーマ「天ぷら油で車を走らそう」

・日時　2006年11月18日（土）

13時00分～15時30分
・場所　長岡京市中央公民館　市民ホール

・ステージプログラム

・ゆりかご保育園園児の歌

・廃食用油回収推進事例の報告

（酉の京自治会・滝ノ町自治会・

谷田自治会・高橋肇氏）
・環境手品（中村孝之氏）
・講演「バイオディーゼル燃料の活用状

況について」

（㈱レポインターナショナル

上森英孝氏）
・展示コーナー

・BDFで動くレーシングカー

・BDF製造関連パネル

・廃食用油関連パネル

・環境の都づくり会議活動紹介パネル

・環境グッズ抽選会

・環境フォーラム開催の成果

約70名の参加者があり、回収されたア
ンケートでは「楽しかった」「役にたった」

等の感想が多かった。また廃食用油の回収

をしていない大分部分の人が「今後やって

みたい」と答えており、廃食用油回収の推

進に役立ったイベントになった。

rBDF製造関連パネル」の展示風景
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3廃食用油プロジェクト会議の開催

8名の常任メンバーを中心に、月1回開

催し、BDFに関連する調査、問題点の摘

出、長岡京市にBDF車を走らせるための

方策等について討議した。

討議内容の一部
・第3回会議「長岡京市でのゴミ回収と廃

食用油回収」長岡美装社
・第5回会議「BDFの勉強会と作成実験」

・第6回会議「BDF生産設備（京都市廃

食用油燃料化施設）の見学」
・第8回会議「公用車でのBDF使用につ

いて」

4．今後の進め方

長岡京市全体の廃食用油有効利用の進め

方として、①全市一体となった活動（例え

ば連絡会の開催等）　②廃食用油回収拠点

の増大　③集めた廃食用油からのBDFの

製造や供給体制の検討　④BDF使用車の

市内運行　等が考えられる。

環境の都づくり会議としてこれらの課題
にどのように関わっていくかは19年度以

降の活動計画として検討する必要があるが、

①の事務局的役割をすることから始めるの

が適当と考える。

以上

参考資料
・バイオディーゼルハンドブック

池上諭（株）日報アイ・ピー（2006）

（文責　エコチーム　田原誠一郎）



おひ　　　登竜所力
一・仁一′‾、

ヽh た　よ
ゆりかご保育園

園長　高橋　由紀子 轟霞：≡ヨ
この保育園にしかない特色をつくりたい！

そんな探し物をずっと心に抱きながら、創

立30年の記念式典会場の中央公民館に足

を運んだある日。見つけた一枚の運命のチ

ラシ！

このチラシのお陰で、どれだけたくさんの

方々との出会いが生まれ、思いがつながり、

希望を育んだことでしょう！思い返すとき、　点

設置に携わっていただいた方々のエネルギ

ーが保育園全体を曖かな光で包み込んでく

れます。

行政と市民団体・園とがパートナーシップ

を組み設置されたおひさま発電所「サンさ

ん1号」。

地域にそして子どもたちに向けて情報発信

の拠点として機能を強化していきたいと思

います。

ゆりかご保育園園舎全景

サンさん1号プロフィール

◇　設備仕様　　　　　　　　5kw

◇　設置総工費　　　　約600万円

◇　寄付の状況　　　　　　64万円
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電光表示板

＜これからのサンさん1号

ゆりかご　保育園＞

ゆりかご保育園は、今回の取り組みにより

新たな役割と特色を皆さんから頂きました。

地球温暖化防止活動に取組む保育園として

◇　子どもたちと保護者の方とで自然エネ

ルギーの大切さを感じあい、感謝の気持

ちが生まれる保育園として。

◇　地域の方と共に考え、共に行動し
一緒にできることから、活動を継続してい

くことの大切さを伝えていきます。

灯



＜稼動状況＞

サンさん1号の月別尭 �����電 �ゆりかご 

霊（単位＝hh） ������保育園 

2004 年度 �2005 年度 � �� � 

重義 

4 月 �487 �597 � �疎 

5 月 �458 �783 � � 

垂 

6 月 �626 �655 � � 

7 月 �731 �480 � �ヰ 

8 月 �604 �602 � � 

9 月 �541 �548 � �率 � � 

1 0 月 �454 �37＄ � � 

1 1 月 �391 �539 � � 

1 2 月 �376 �412 � � 

軽 

1 月 �412 �350 � � 
＝‾■■‾‘本 

2 月 �444 �402 � � 

3 月 �409 �423 � � 
－●■－■▼■・ 
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囁囁軟膏
つロジェサト

持続可能な社会を
話し合いの中で

互いに学習するため
環境教育ミーティング
を隔月に開催する

プロジェクトリーダー

西村日出男
養網ま布覆壇の響つくり会嶋・書壌最讐7日ジェク　主義

第2回礪犠教育ミーティング
く重t＞脚づくり州

g…14澗27はI固
く■1＞轟■暮1■■t■●

曙　闊　ま7時－9時　絹；那；男ビデオj：最〉

急　増　牌註街渕げ康一Iセンターt恥I

宥　　　　脚1蓼踏t醐　う

義1啓・芸蒜蒜芸ミーティツタの際㈱

①CO蜜から見えてくる地掴末葉

平均倍もきん　　を　岬郎他の土師な神棚掛る
…軸輝としてのr嚢畿・エ幾井草一柳Jに

甜姐出身．　　　　　　主眼撃取みました．校定史学、也糊排、捧義学
立●鴨大字文学揮畿　草草　革事業　者などにとりくかやで、畿蝶の束蒙象CO一色

農在　耽々嘩校規　　蔓鰯して考えてみました．学んだことを有人で王

寺とれグ胤山プで賓漉し、欝しい影にまとわ、
篭　それ色覚姦しあうことで、さらに学びの嶋を持

②21健配か一プ江コアップガイフj紛れ

亀谷三島きん　…　紫郎は翠が畔匿より．猫柳とセ沖
…円にビオトープのモデルとなるぎエコアヮプ針

鼠R劇市在住　　　　　　　デンj　壬儀．なぜ今　ビオトープjなのか．

腐珊鐘邸　　　　吾椰研くきっか†としてのどすトプ
如拙醐腑　頒主任　　をつく守についてお題LLtr．

ビデ号l触る事●jは絶ヰ柳を
換象托したもので、劫昭際5月．スヨバヰ7　　　　　蓼恥t合わせ　西村8叡売

疇襲幾潤し蘭でもた暮されました．　　　　他的；礎2－㍍18〉

農相の鴨つくり毛■・触紳78ジェクト

募絹　儀場数膏三一・苧イシダ

議菱餅書くD西濃文さん

【義郎輔！
●争嘩慮貯ら刃増額で騒■舌鎗な学書棚（♯巷撃曹）

が完圭糧され著す．

●拗な州の鴨■でLL　攣攣　ガガ　　馳兜暮の
稟暮に応じて、鸞科佃を▲真正蜘合掴轡
や兄脚・■心に暮つく蓼瞥なと鴨暮工夫を雀かし

恕醗書を行なうことと≧mlます．
◆勤め小学榊爪t兼d明仁軌lても、緻年前から攣
棚色の相を考真、職に色黙・中嶋をテーマに取り繊
んで老輩LjE●

●炸年離乳兄書にとって身近なことから■嶋に日を内相

るという養魚に立って、雛の職書を群を蒙ってエ仁

饗真、者の土を攣って野菜を繹てるというような撮り帖

身篭金額で期しました．

◆まだ蒙だ不十分な紺です玖香色駄その糟内書を
徹し乱lと軋い寮す．

鵜野高葦さん

潮田晰
●羊河東市諮民鞭暮よりWくり
裁義にいたるヰ嘲乱l入れ．

◆書■景和合闇史・文叱キ守り，∈ぎ
わいのある町つくり注入および人のネット

ワークで、集しく・亀井に濃めていきま

しょう．

●綿京而騒すぼらしい人材の篭■です．

●■職■ほ小申蔦寧生、韮■中暮年への

傷蠍の発嵐と捧事の拗供表象離したい
私のです．蓼毒となる事欝を欝介します．

【プロフィーんl
鎌年辞まで丁年

綱」読＃癖爪■
市mⅦ田町嘩

肛蛸．．
萄幸等鍵よりnt

市立舶鮎川嘩
額仁転轟き年生
＋　　　◆

審葺
【プロフィーんI

◎城東酬つくり垂暮
代よ

魯平成】3・l咄1醐
公爛巨■人椰■讐豊■■
食憂鼻

毛渾戚14年腑モニター
！汐才（去菰■）

（■曝）

作糟と級山歩き、纂行

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
＜主鍵＞　綿布徽壕の蠣づくり重義・棚青プロジェクト
く後雛＞　轟鞘弄務凛讐妻月会

費　環犠教育ミーティング
［芦加療嚢賦∋

日付　用l拙　9月28日はI
璽1脊l膏I　礫7時～9時

羞場　露呈鍼紳fJ榎l拇眩満搬・凛搾睾rZ絆き

①莱2垣・零紺青ミーティ〃欄苦 粟鹿に綿製

②r肇薇に翁け与礪壌養膏j
曹司学きん
長団房Ih肘鈷

粗相箭六小学校照追

叩許Feも軒′・
キム隠扉j昔i沌凝

③

【機の酵I　甘酢現品か管栓で鮮モ悔んできたて搬萬
弥増御珊潤いパ中経頼り対引綱㈲併咽叩拉
査鱒舟しだいと敬い翳す∴質　執荘原ん　▼書慄『機墳　烹ナ－．，
西r■九両紺卜凍瑞江隕畑囲印肺号にエわいト欄碕

たた　八木の　学蛙に1
1’二‾JItiこ†：！1・■り　代

′椚彗j＿　pL有り

′　き畿蹄りんで　い霜種を啓　　だ吏一こ　てキてユ

■さ　い√∴ll■・一＿｛q｛■、・．　－‥・l一■・J’い；ト

■い　・■．・乙l
I’、■いll＿憎く’い■狩　ィ．り・I

r農業審議して考え魯畿蠣礪壕J

各線元信㍑
・1乳1軋豆閻晰凍師諭胞卿帽閲醐喰

霜の匪（株へルイ詣せ、代謝縫ヰ投に紅花
・堂査な蝕へ＼執　官官　タ夕凪Ⅳゾr′＼レぺしくら

ふ‡牲日代尭収韓没
†外為在韓聞搬入rr・‘〉モこく一一一きまうとノ代長

一良法か、学校曹友窯に

㊨事は・毒見交換・受渡

持嗜め押桝l　㌔－葉上等麹膏
■■r　叩．ヽトさいl付し∵けい．ヽ

．、f r再句　＼ヽ．■◆lT、

∬つ鼠鎚しぞい七郎一環華の珊
圭崩現し、そ椚功腐、議腐眉唾乙
・■‘l■J lヽ1■■．J∴心

轟
海手ェ卵・百一か　西郷肋誓い晋elj管aE：875－9与2－37は）

皐皐鼻鼻皐皐鼻鼻皐皐皐享皐皐
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く塞集う　烏犀葦寿覆積の♯づくウ食事・機種職責プロジェクト　′畏弼寮市意中乗公民幾

皿＞鳥舞夜布け饗1企　　　　　痺

第摘環境教育ミーティング
．二1時　閥－5乾3鳥2981土事夜71巨粥
京城　養舛呈●†i堂や乗it托繋・常春登審ミミ勲〉

①第5匿い環境教育ミーティングの報告

②蝶と砂防ダム胤晒柵工事船引
【暴康憲　蔵本かとさんの巧いり　　　　【肇しのヰ射

・仁新屋よ革帯様子溺ぎ～一沸脾　KKで、　　　　　　　　・が恥如姻蟻瀾磨る乳触現射り

小さ呈鮭震わこき－てい淡路潔薫を払監Lr、t烹寸　　　　　　　一億符匠り涌紅L Lは紗酎努などによき

・良覇泣．をたな鳶受悶　管長■　巣d町メ　　　　ポ戒が常喋　る鋲牡幻ある戎綾で

√11t■11■一l・事〔Jl′・・・－∴・・－1　　1／＿・－　／り∴　■旧札lりil■●1■1

感鋲∫　こい言　　　　　　　　　　　　　合雪良fる透攣戯頚椎凛′填る誠鞋

長祥環四人管探貪搬島貫野　人喝、塁弓　　礎厳守詭韻で辛あ誓慧r
■I．し’・÷1■l L1㌢・・・・ト　　・即■悍」ト」トト‘J‥．llbtlL　∴－！

ぬ4金を与えてい七七透l餌たfカ　　　年我の級，敲み壷ノ叩－イ　ノダ

を姦くすl＿く毛管がました

③京輯納駈締るコミュ
【象重量　尋よさポさんの旬ブ善一を】

pF・tlIIt＿！閥I■lコ疇Il－hKl■l■■lnいtlけナ■トIIIン

狩れト割りのて一咽蔭たき1かi事に娠鶉絹竣帯食輝く転飴よこ森

組∴轟げ緑成田lヰ綿斜か糾盛衰吋豊里射鋸博一奮ノ∫－ト右：ぞ

翻く7㌔トて参軋妃粍駕避習ヰ滞幸二おいて，亀隼11糾二苗髄漂

わてい各組謬㈲押掛か聖断掛か動いててらづ桑きちづくうに純

一テ記録去来穀に関わり，消際呵滴にて3！1ェ如メスJメ線鱗諜報真吾

瞑！壊して　欝勤熱に負号凍；盲声音J将を藍；一房た月食露和拝領囁煤

空震動の一考として壷鏑された常雄欝等租剥鵜の椰瑚勒蹄l銅神

沫献潤凍芳郎酢蛸　勃罷免吾磨耗鎖にもk11▼選豊熟粥を壁

掛沃」鋸拷封摘御厨泡舜細事析一陣湘鞠服闘硯
として扱磨音。岩船厳命ふな三景に舜l代車苛壬行一汗がるっ

⑥質疑．意見交換．交流

を練りた峡蝕で、お伝えLようと璧∴

T．・彗1

ニティーパス
【逢し椚内装】

窮蓼鶴泊蛸叛舵輝は穐下敷舵

車線煎硝薬卜甘い斬り瀾腺

声調川＿蕗抒竹か　ml篭のガカ、

1増匿恕　一　そこ一拍拭舞二

とS　　禅入れ譲勤絹1かか

∴沌」．IJ■ll．リ．ミ■で・⊥●．

茂っている。削細雨如拙

定温で粛軍照珂中島製と㍑民

頸厨噂親猿頼照輝

号室■＞　■■蓼帯tt〃■づく℡♯暮・叫桝プロリェタナ／麟■暮市立中乗金員t
く織＞黒附帯覆青紫■桑　　　　　轡

絹針静穏教育ミ一宇イシダ

二三一・一芸二三三．慧二…二去≧哀
感料側路十鎧蘭額l齢糾媚は津城ト調畿掛審仁朋即

㊤小泉川の生き物に関わって
ヾ■．1■て　　　・1∫r．＝■■て√

鵜甘嘉きん　言霊警護≡
でい褒1

良軒射卜虜濱粗∴崇痛接骨汁㌢J
l、守tま藁夕産　廃確主空事㌢芦でr女

御鈍　につつい　ちも菅野ましたナ

讃義金故にも漉∴喜市蓮幹から本学痘暴お

し亡如　く専門Tl「

狩牟∵，逐粥駆Jl手軽軽さ、

【藻琴の僻予】
り日用絹沌坤農勘か紅和がバ謂㌍豆腐

り日射抽弼穐隠翫数叫胞わた華やか狩

川澗蝶番㌫㍍げ領矧馴蛸持て桝か肇拇
一㌦トゲやふや∵「ぞ不一さ議にも…鼠かIiLと

巧誠離）数髄と玩凋謂九i服主一再か儲対f蕃鍔

から眉ラこそ十

・堰亡学校内御塾鍔鍔　め　てで接し寺もこと1

⑨省エネ共和国を建国しました

村上まま先　　　議霊宝警譜表表芸警器話芸芸≡三雲芸ニ≡忘舅
を6年，iど弟，てV翳すス頭恥嬢絶潤…棚i弟王窪事

一′守す議■【艶　を雑　　　　煮舅の濃雷も繋はて　閑の温泉透を也勇まJたγ

日毎率を書きti　電駐丁等圭　　　媛強腰†醜摘果磯一首て　常がdi薫るか　鎖j声も旅装もこ

梨花　　半　疑事象叢2　　　　　‾九，三，こじれふソ　　札とやを止れ材へれlTnも，王〉り貰　そ

よて汽二才　軒讃臼　　　　　　　‾　覇気代官鍼やす憲審和露流儀濱が†劉1番　ま　キーで　、

良躊稟牒■星に在長　　　　　　　さ貸，川わ忍の空知呵て．掛㌻鞍封鴨一指窪封し　　こ

捷適せテ「爵説等をとな恋ちあ通し空言

恥嘗資や・苧曳雫換・軍．票・∴こ，て・
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圭■；脚く夢嚢■・■軸書プnダ重タト／輌
■■：轟■書簡　／　1■鷺語義竃蔓■彙

葉書団礫壕教育葺一宇才享ヴ
田嶋穣1錐讐員董轟a t土は7持～晒削‘霊：霊禁等肝園

①サンさん無知卵は集光葦毛約数書き
l暮し′＝■暮】

すり←シで蜘膿なきキルギーであるr舶嶋絢J隠

．A淋：とって脚の米食もげ一号です礼物
なども▲っrtだtt岬Il■たてい11．

㌢失脚jEつを汀♯監革めてもらえるよう榊的

■■と抑t●など■■介したい～tいtT．
ヰ嘗一サン菩んプD多妻クを嶋嚢立ち上げ▼縞■鐘感で毛

雛や若し欄tシ東学ふ府警紗もっと■むまうか顕
にできないかと考えていま竜王

姥柑津楯羞きんI
開脚坤■　くく　金森攣カ

ノンバーで．1コ十一・人rHト　●、一一

として■幼さきんプロジェタを■な

どじt■ん亡い1．

樹繚■重義署　峨鵬

㊨地坪温囁利濾止と自然三組ぎー朋
【馨し劇鴫肇】

讐綴わ斐盛で鑓なか瑠か細されませんが　搬ちの蚤か『
監也義賊・淵などの撼王を鬼才二一割もふ料ていますき

これを舐納することが、轍■鮪な晰
なります†

車軸～毒蒜潮境隋で杓畿工事員≠－棚の臓
1覿な方法やそしてそれ着帯■著せるた棚の輌
とについて，写真をた　≧九着軽せしなからご潤介したむと

粟tlますi

‡規書拍手はきん】
緋隋配毛細隈：越■する駒
井○′■■01丸■l1日ト　r一〇l

n議事ラフで雪，雫彙聴蒼ラ

ンチすすとして暮むサ伽、書中

ii蜂響いて輌■をIb，ていfす▲

いくつ珊ノuJl′、ト

書I！「H＿ていtt．

f繭i奪ヱ冬鳥ギーモンタナの篇吉

l■f－●▲■●■

③離縁・意見交換・交流　如け翻脚
発音萎れた事も一差払なか√た爺も　艶を離下さい▼！≠1′恥．邪は」格をj椚應

■L一■LJ■－▲＿JlLJトー●－＿■L＿＿●」一一一－」■一■■＿JL

主催：長岡貴市環境の響つくり会議・項猿教育プ臼ジ王クト

長岡京市立中央公民館

後捷：長岡京橋　／　長珂兼帯教育垂員垂

参加は無料

第I O回書己念

環境教育ミーティング
日時　渇15琴II角298日土用7時～粥

全域　長岡京市立中央公民館

基調孟慧宴r2階　翠
長岡京市の環境敦青行政について
畏精確市の散秤目鵠都賢者によも　絶鞘賢さ唇に套㍑さる環鳩桁鴫の来幣と諾弟につ．ir法）
でいただき、影敏感少を合資i告変えで　裏に蓮墳数幣を考えていきたいよ

長岡京市の環境行政について
炎邦廣一の宥煉櫻寒帯による、良顆事終に恕抒る鹿穣1号蹟¢璃糟と　頚頚　つつむ手盛してい

ただき　重雄露からた賛意を変えて　炎に抒領を考えてい女たい．

質疑・意見交換・交流
ナ亨；チタト弓イー酉持g控警

傑菖封Iと方も，きれなかった方も、財を束帯や下尊皇し　てや1僻1：07ト音も2－37：右

圭■；暮醐○■づくり■■・■附す8ジIMノ1糊掩丑中央公民■
■■；tR兼帯　／　井■貴簡職書筆■重

責9回壕犠教育ミーティング
臼噌相即曾胃才Ta t土l疲7時～粥
℡壌芸≡笠芸で【篭立憲嫌◆　　　廟

①よりよき自然環境を轟う私の意見
はしの欄　　　【建拍井上農さん】

凛も悉今一打禁書購．損穂というg鼠をよく社に　　　民綿扇げ環噂ゼ霹づ－り嘉濾げパー岬

しま古山勒㍍粘連呼代の新法恥喝、自繁＞緒の　　　鳩目t＊生態薪縫宗エコ急田

中での＿熟とち、をン布をおっ桝きた打をtかし　　　と那一才りいけや止利親剛は掴

む泉か多いと酔いますた今や、はとと　とど　鰻似て

鈷土　星えてて　熱が縫囁き訟i　よきな杜絶去欄霊な－′tこ来てい悪号、址lま．

乙肇たびで今　桝力畷隻数か、翼とうすあは　自然早場の挽刀、ら∴少しでも

お経L立てる取払な　の尊皇を．払込しだいと跳梁で＿

②水の学習を遷して
働肴永野鹿」きん－

l、■虫巾■llIlのhll京d■∩▼－（■．小tH

に槌rともの嶋よく粛びEIiき藍した、鼠盈

1町とjさんたり、仏土縁で榊を1るfど与の姿

態あまり級か塁ないのが穫念です川井事と▲‾〉ゝ

いて日時汀で．粗在内川lわ小官腹に勧rて

いまでカミ　f毒嘩蛍誼ども．長六／ト．㌫閂小と

7句梱れていたことがあやま号＿

■鞘‡一帯柳、宇検で6年隼を享的
在郷ヽ鞘は†紀のエコ1ケ【亮一iに

甜榔傭飢饉はか捕捉封贈瑞浪
5野澤と環喝覿∩さ折常をしこ．一票1

錐し　ほ柁！l　圃九度著翳して　声i・

憮中畑蝿，如賊ah輌叩

【鏑しの｛掌】
身軽を農を鍼つれ癖しくふよう・ということかも

せ■脚と棚田の相餞象Ⅰ盲いました－両側ll
lまホモ職＃ン押■llぬ鐘廿織三という墓里かF、，

ll奴才はごろして汚れろめれどの上うに司れ重さ

喪を汚さ■　辛丸いl‾することがてきるのか考え

㌻J∴ヰ接弁駁声引閥挿上り㌢弼削摘研げ

ることをモ対し．椚貸珊り舟増築などをケa
～「．J f　を絹さながら子房｝ましたF苧帯

のitにlラバbで打▲た■賜苫ヒよる竹緋

や皇？葦で！持雛、ま　㌧∴酪二　　頭脳鋼虔齢で手空も凛
が？雫㌧たこと車ここ疇叩ですが僧都したい意訳

い竺す

③質疑・意見交換・交流　鰍璽ヰ醐用賀
篭．1さI　－んも　き才．なか，た寿も∵痍盟を範登てrFさい．諏ま′事はこ075〝952－ユ716

圭■：曇れ真布】■牡の暮づくり会■・剥畿事プロクエタl／最■富市正中集魚昆t

t暮：■■貴市　／　■■土市教書蒙れ全

案I柑環犠教育ミーティング
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象肱■ず会意横　、攣養錦畿蝉憂
鬱饗ぞ聯瑚女瑚寮象晒し！■
戴　騨驚．疇催∵用財腋1号農牒し」
に‾、いr－バ‘†ブ・ごヰ　■わ

●■．8■～J　一叩．ノ（亡べ【●■
Tl▲■！■lu．－l YIも1Atl二

義沌さ邑♯著して蹄藍甥　キごト掌　ポ■
－∴√Ilか1tれ単相I．●■．tllr

知覚背　が七㌢も貢■穐禁書阜イー
が「こ　■．i・ll．・・■り＿（■

（〇一・に11」．i■TL■仁■人で

いII

糾綿醸吾一手昔々－　シ■メナ1－

■■●．しかし～いに●lI■IltllI●qh¶ない■lT■l暮り仕，rい11

■榊
・lI小■日●l・＿▲Fノ岬　て■｝1・へ一▼●1▲王暮りlt1■H■t一日†

ヂす　ず趣樋i揮帽浄書撃メも寧讃

【■頒鮨しの肉林I
HI．り・●AI Ibl′lrI rr　で11●－帥l

は．三間n亘り力■ぐl t・〆・、lノ√二′鼻■1i、ヒ

tI’▲　■　■∵l‥岬■■ホ●′　∫　■一・■　●′■で√■　▼ん▼Y

ンタン程iち琶たこ食倒絶慮巧で竃．車明し熟司鱈
筆削1年董絆患撼護れ軋増重しよが紗
艶棚から鶏搬■触岬でお墓こと農ち芸蒜i詞
か‾トtt、・it中ヾ▲＿k鼻■lLTと▼した．

79㌔まで戚随覧気デー†竜ぎ才一好転貴賓蕗著轟
・二子■中止け丁叫かち■●村いられていtI．！‾†．・

でも蜘■軌軋　nm巾着ヂ㌔・ゼ鬼銅賞事JPか振替
重曹，純綿寄、、書棚壕■桝螢昭島ずII
．＿．へ上長‾皇lこけ．十h■●広がl，1い11．暮仁●■

でu鰍暮～紬バ：1．ゴミI■l■じ■入していtI．

■｛■t坤のl　■■．1－・‾′－iJ■●！

宰嵐臨蛛■野鰹持す甘さ㌢きい膿揉ぷ1村澤
■恥
嘲閑鰍軋篭象■焦　蓼ズボンや　象華払■鴨

引田L L感心野川司蛾疇鼎書等まきj拘加ない

電こで．醐邪は…頼る葛を■iもことで需すすぎ■一隻浅をを闇斎も鶉t始ま員嚢tt
割拇鞍手劇軸が■粋摘心が欄脚噸削嘲射場■卿静電学府瞥嘲　闊抒書．

㊨長和京商環境基本計竜のお話し徹
すtl　■11日▲■●r・！小t手．し．、ヽ■■L■－　′かしり

【鱒竜重雄選雄弘苫　尋錦相場郡鯉療蜘蛛三強隼腸噸糊も
lu■■●亡■∵加●■▲■a■　　ホられ暮■．t・こてl■l山Ir■L▲【ti▲1たl・とよl・

宮ちづ子ラ蓼忠相　　　　　鷺ず，l軸j已■瞳絹駁内患如施し㈲中日げ耳軋

③賞賛・豪農変換・交流
如IlM▲事一∫一　柳樗捕

薫き屠熱と鳥雲上　声かなかナたカも　劇をわ著せf詩もも＿1搾i伽三的二・勧之－37】轟
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王■；■■事粛■鴨申■玖川嶋■・胴臍プロ少王さl′脚食中集会細

■■：■■■ヰ　′　■■霊事■■暮■●

葉銅珂環犠養育ミーティング

日輪　稚．印讐轟ュ08薯土は7時一郎
愈■l　　義貞攣葛諷楕意中素量既彙鐘

刊■■■　■■1■　（Pl－〉

麺妻麹

⑧企業か卑見ただ拝命こ抽
lj墓場しの内頚El

■牌甜■脚t
l此方Rtと脚lる

榊の離楕碓
猥赫怒は闊岩間
悪夢噂謝
ぎ蔑監抒㊥㌫

製輌電守為義l

【舶手中朝鮮司摘

l＄箋■榊獅仁王量れる

騨■申■僻暴暮
卯鮒■i三鵬■大著

艦暮末筆モ事tt

削り義暴言1績IE入社

輝け托相好岬忙■低

書夜中暮

②長岡京市環境基本計番のお話し棚
等tlき書逢蓼妻に暮雲壬た暮した．奥4tliこ　声から宅

は紬加藤克巳空も‡　卓即し、とも郎種こ報用雛房tLふ現い舞も
束毎紬静艶tウ鵡納金■　　葛皐か璽事＿そこで；≒塵凛fTt轟謹割パほ軒別軒

紳鵬　　　　　　彙t！干■毒Tに鞠・熟挿さ＆お城】慈ttや相手・－

③賞賛・意見交換・交流
チ紹1事トトト　捌け涛t

鷹霜領巾最劇場，遷熱なか9たおも　■■象鳥暮す拍it．叫■義量三船卜普Iよう7！■

重t　書薫よ礫暮暮巧■廿日け■・暮t暮1丁重碧玉やI〆ttt靂皿寧彙蜜量t

■t　■t暮t　ノ　■■■轟■■■▲●

第22画　環礁軟膏ミーティング

悶職　場tl用11月248　く＊）17卜争書

女欄■　　轟礪震市立中桑公民館　　　蓼加は無料

①意義奇にせける義★樽隷掛毎の

バイオ手イーゼ札化嘉義
無象薔：上鼻糞睾

【お嘗しの肉書l
仁一■劃鮎鴫■t幕暮書厳豪f墨

l■■t●jl二つLIt．

置・ゴ亀膿書き雫′挽柑鴨事埠書で

鵡t繊靂榔暮．

｝l●巾bt■tプサントについl．

4パイ富ヂィーせ呵押印簾削河牌

榊■命tf．

≦榔≠書館竃瞥書か，

よ▲集寧
ゝ日日日宇　く　著と舞い　靂け■

t■■　■t

t■●lミ■lIt t■■■■●l■●

事業l瞥蠣集．■t灘義瀧tjこ離魯
暮■●■l●じt∴　■■・h■｛1

舞上●に●■■tIこ■ト●．■た．

●■・▲■●■■t■■○■■■t n

■■l●■●．■■■■■■■t■
01ン●■一ビヅ1▼■－ト●■O

tt●■けていIlC rUIl　■■l

■■●●■■■、

⑳鼻隋京市環境基本掛率のお話し日日

蕎…義農巷封！正稽善も】

孟毎がおか塵慮う市仇醜饗彙沌

凛増欝禽嚢■ミ雲議事援ミ

こ細線事象13生き郎こ驚まき泉ました■劃匪1書等無か

ちなも嚢書もLl－厨和明軋瓢郎靖郵絹欄㍍痛
むi靖もおも熟生す．そこでl月から腸．書醤聾恐払

止し■tいて嘉い・j■した，l■書■の」■■いこ■■・

鶉心中給電芳江可転義事哲手書も㌔

掌　質疑・意見交換・交流
t暮雲観た第も、手札なかった方も．根墾お覆せ青さをも℡　ぎ一声やヲうっ脈か董チマ急

事粥緩サトーレザー　割印魔鏡＋引感馳悩胞腋極細両親．鮮jp

tt　暮■l●■■●■つく－t■・■t■●，ロジlサト′l■l■1●暮℡●t

●■　■■ltIl　′　■■■■■t■■●

罵21匪　徽犠畿雷喜一苧イシダ

8岬　　Ⅲl用事　9月29日名木き　書7■－号轟

き■蠣■　　憂書書甥血中集公農暮　　　事由蛙徽製

①圭Qこの巷し　蟻：あん雫
【お鼓し心内響1

0真鶴界のきのこの世事
0主意農場と檀
0その他

は義書高山乗組｝
＝日用層

暮轟義♯■■書重責h

t豪：戸手■事■　t■

◎曇｛貴市徽墳墓事鮒書のお腰L HH

ltH古谷和子きん‡

糞与が£させよう書六■徽■轟

tt■■攣■‡＿量着筆瞳

■■1313舞に貴重きれました．▲■蓼I全き兼をち

な6♯■与もいも句です私事胞響那二弦■むみ噂頓

も塙もおち九暮す，そこでl暮モ血相で蠣しんで鷺いり

たちと壬と1雷事，！徽乱雲＝剛一蠣最初虜墨需埠．お●

蕾等下さltJ

芸　雷ヰ・意見交換・交濃
鼻暮された方も．さ九なさった方も、義手童幹事せ下郎、奪　flt：附5－Ⅰ5靂一嚢7叩

78ジ壬クトサーブ一　叢村や壷井　　鮎■嘘一触．k絆t桝㈹L礼譲

圭t′義■t零t暮■●づく寧■■■■t●書了や歩主苧さノよ攣震帯食鵡彙蟄よ■

tt　暮■書■　′　点蠣稟専tt饗轟■

第23回　礪積数育三一宇イシダ

日■　■■1●暮1月288（＊）●－■一川

■■■■　▼　曇縄薫市立中央公暴露　　　薔加は無料

①海遥館にあける穫墟教育
彙義著：田中　広機さん

【お蘇しの内書】
濃蓋雷で撞裡円熟での環■糧華中■1こ

翳り痍んでもl主事．世霹靂東緻密泳義鸞無

敵を活かして．一瞥¢左響櫻驚　く貿書と

した蓼撫箋鞠きよ撫するとともに，複■畿

書や．零挫攣れな岩舟嶺礪著書虞にも．彙

■させようとしていもところです、暮■■

¢霧疇徽tt農として舟可能性を竃にて
いただけもきう詣お払暮したい上憂いま

丁．

「「発肯茅花ア「
書経亨身中料－■舶零
■■■■■●tt●†－▲tt

ほ：；器諾；漂㌍豊年警茎
；■ン．一己－ン■ミ■■宅′f●●llt■．▲■．

，■lt■●t＿ttt．弟■●い■tI■■

葉諾三：主
上■一門▲■■●■．■■●●せい－■■．脚
l t■tt●■暮甘■■量t・罵 ■●■■■♪吏∴1■れ－‘■J■■．

Ur竺！＿●：†さ＿二三子：＿）．．．．J

②　裏閂寮帯環境釜本欝毒のお蘇し　けり
は”真義綿摘｝　　喜…≡…：三芝：芸禁諾慧芸蓋芸芸護憲≡芸
豪農軒鍵賽建議特命帯卦尊さ　　　ない瀬もおも執事ず。カ尊書掛けてから■飼，事鍵尊

命慈撃し有事いて孝いや掌も鬼．朝馴巨額戯引離ほ

し■丁．1■■尋の′■tJlニ■一■・■心点上与力は、

羞暮重り嘗和一，

暴　露疑・慧見交換義変温
鶴葱をお零せすさ11．　㌢義曽卵等櫛夢号音ル扇子手蔓

丁重享£雪を　憫首輪，帯締8給養　　郵貯疫む月謝随■一旬咤再騰い軋加
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主t√義■蔓青1義凛■づく牒■■，1義tTプ心学暮タFノー■雷曹亀甲彙貧農鷺

tt．■■tt　／　l■暮書●■t■■

青銅国　儀壌軟膏葺一宇イシダ

日精　鞘目撃　3月空き日（＊）鷺丁か川

裁叫　轟｛責市立中央弘長嶋　椙鵬鷹壷は船

rl・傭い慈てJ土管I
■｝広がるリユ－ス養離■－

参加は鸞幣

鳶叢書：太田航乎さん

tお蓼しめ内審l
さ集導やイベントに等■雷く○佳良やt蒐響

などが■手当手書が．嶋鼻息や綱書換などをi象

書も烏鷺軋i■■■卿如拙山虻げ■♯損なご
み斗1鰯tj按あまり奪えず　大量に鰊曹哲出

しているのが覆状でfl

お事りやイペンl柱■■劇ライフスタイルと
－暮妻恥・た雷白書に尊書し暮す飢よ鉢的なご

み▲tの■り事みき行うことで．t義経■した

暮書になること櫨もちらん．tt著書■モ義彙す

る大きなきつか譜1寧■へめ■韓的な■t義Tj

となり手す．竃i任FJJユー1jモ中心とした暮

榔暮打た暮事■モご■介し妻す！

質疑・意見交換・交流
蟻華をお暮せ下さい石F－1那日暮ト｝ハ専

プロジェクトリーダー　葛村8出鼻

Il■虚仙■血．hOtO－●膚t．0LJp

プロフィール
由纏東経離礁凍鏑匪翻潮岬
渡せ熟議軸蹄代三轟嶋蔭■i離】塁上与
．二左、　八・トLl■1q■■I●■ヽI‘’

．．‾，‡・dJ．IJJ鼠■‘L小で．削iご・サ

舞を牽務できる蔦虚を　三雲翼き雷とぬ

離縛糾揉劉惚締組折損闘風
ヽヽ．暮　こ．▼「．■J　■キ■‾tl・

1、・一■L　点首さに代l．tniH汗ノー、

ヂ芯－せかを塾拇霞と緋に7部数き葛

く－．▼■▲・・・三・Y■　′′‾　十二　■：

画房融翫豆喜劇＃∴斜侶持誹瞳∵拷草

朝転ばを米穀御用漁師拍有村相
計矩射膵削げ耳打破淵指療養
にす咤褒震親告等鼓　等専守経鈷嘗層禦

鞄牢ヰ耳から　＿㌢イ昂真■t－右とiきⅢ

朗軽部押甘欄塵御用那闘律鱒
詫斬択琶よし苦い宅

主義　t雷暮tt暮○事づく讐義Ift暮tTプ¢ジ1クト′t■霊奪文中貴書主暮

Ⅲ暮；簑㌢徽徽…葺判明磨

筆数亜薫、泄0、兼学詩織需

桐榊晰摘郭細開
奮鯖：山車美轟紘さん

（相手ょうみらい曇義）

8時：事か書霊7月を08（＊）蛮1年や9時

嚢蠣：t■象衝立中央公貞義

■畿童は■）

お塵の内書

中　嚢■義薯▲すさらい■■ウて■サ
・刷上アピールま■■
■tt方寸Fプチク【榊■I斬
・文書■きよう　らら　蜘職

0相即鯛脚問
‘帝榊■錘暮t

Ilt●ttン事－．クリーン7事す、乙■■t■．■

榊暮朋棚
・彙事と哨書

鴫嘉掴．榊帆■■脚、暮セラ．サン
トリーピー▲暮■エ■．■■t九大■■1■l

・■■■●、H■○■上●t■

柳事■棚センター．環事tサ
ン鞭．義王事弗ギ収納○暮づく
り▲■■〉

‘PT六書鱗とわ■暮

・船榊・暮♯珊拙筆■
・l●●■■■tとそ●■■

プロフィール
す■攣七〇tt■．錮比嘉で■事t

t・鐘榊炸■わ書方号ヰ蠣鷺t

t■鰭酬榊真
書．緻1軸鵬徽■■■・
暮書彙■彙事が⊥t拓暮も．匿穆中

華■にかナ革tt暮td■暮中潜暮書

■、、　騨tプBすき▲竃簡■甘薯旺

■．■ltも■■・■■●．■■－へ

繊暮響ど行うてい1．

霊鍵・鷺嵐交換・糞麓
■■嘉▲■■▼さい．■■l OI1－的トJHl

プ貞ジ工サト¢王事一　斉＃草出鼻
…！■l●▲■■●tlr●l〇・・■●l■rJP

重機∴1欄は欄1傾應暮づくり▲暮　竃≠義責了日夕ェウI′丘鴨鳶衝立単量茸Et

il一正■要衝　′　曇ヰ真布義鶉叢書彙

菩2柑　礪犠教育ミーティンサ

教育■亡人権
発表者：田中制宏さん　痺
日摘　キ■10筆　写月26日（＊）暮丁か川

虫場　景■富市立中集金烏鸞∵∵徽塵重柁轍〉

【お遂しの内朝
電機腰骨を＃橡でやるとしたちどんな影に

なるかを霹繭ではなく撥濃の蓼式でやって

みたいと考えています書棚暮はいろいろ

な艶薯と闊集しているし∴ふけ洋書・♯附の

純などとい与■雄的隷書とも聯してい

ますi毒腺蓼の手書をわかりやすく餅し

てもらい、鍵決のためにどのよう海岸●覆す

ろさ要があるのか音いっしょに考えましょ

う≠今まで増tとちよっと建ち事加勢槙玉

音幡してみてくださいヂ　ゆ中学生わさ加

も打鍵ですモ蒙叢で暮亨にまでください．う

箕疑・意見交換・交流
感想を甜せ下さいこ㌻一，，一得－37・‡

プロジェクトリーダー　野郎摘嬬

別れ2勒鋤kk陣地－i職tO†府

諷網摘駄　細蝮，せ曳

さ手増寮暮すぼる1占按を

腋L欄姐乙軋削打摩軋

漉梓旺強豪料・憬♯村を線彗－

クラゲはサブあー嵐轟藁何の

重暮＿ttl嶺暮4¢暮づくり彙暮・■儀■雷プロジェクト′亀攫某奮立中集公文薫

第2柑　礪疇義雷三一千インサ　喜参加は紳…

生ゴミ何事期的処分法
（生ゴミ好気性集醇分鱒責材・蓉馨について）

発表：高田稔私さん
日時：掴18年　9月21菖（＊）孜7時～9時

会場：長円食衝立中央公民館

犠鴨驚重く2瞥）

お鋸しの内欝

1ソ脚も欝♯鰻ずせき糾し暮先に夏毛礫離

農朝好みり椚ウ攣盟の彙蝉に■しての曹寛恕ち

ゴミ労翳常湯垢翫重患経書．垢014循t

軌跡打j相川相は塞析托嗜農盈軋掛古

書ソ超と才み飴1儲桝

ソ滑lLl増陸　生ゴ，讐蔓1愈労翳
ソ終どすPT省議状ラ豊ゴミ，青書男鹿耽紐瞥

鵡篭めゴ閏雛積桂
馬自治僕による．ゴミ免種の姥鍵，量，t葛罷訪

名分先．埋め立て′宣命環状

蔓斐個数で承各色冶体　ととめ　ウ嶋み

埼訳布ヰ糧賂樽と令書ウ1生み鷹で穣蛙．市餅
での生ゴミ盲　柏陽きち覗！lモニターここ　紬博命

綱絶て薬事功アンサー瀾苓内幕‡一義鯛盛男

青眼；なる裸雄
芳連弾ar瞥捧梓へ¢広朽

未山市，豊田布tま蕎播，綱戦野．珊帝．Ei
環、洞等市卑ど蒙輝鶉内各色遥刑′頑研

高田さんのプロフィール
亨感S等　瀾苫鵬に入竣＿義tt監

窮，搾土，礪舞，＃署員：トビニーえ．モ♯

膏等虚言蟄敷革ホ昆盲養う蒼雷竜顔う

集憂慮粛恭一ん雷カト＿書義盛

む雄lユ準・警■壌幸江より現在やJ鵠梨工雷

で上研風潮たた吋ク島カセて蝶層して

いな持切れやみけい一　斗監戦わ豪裁書芸メ

一身ペ山号訪韓風聞儒㌧篭焚き空気

佃三警誓票讐竺讐：三！讐」

毒疑・意見交換・交郵
零欝憂お蒼号丁か～　壬一一や7号■与をト壬‘■き　き

プロジェクトリーダーー善鞘8出男j
潤碑軸¢‡摘師幣昏tO－叩き
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圭t－1■暮●tt○●づくりtt・tt■ヽブ○ダ1ケトノHlt●量lり日射■▲拙還徽犠桝葛巧付す醸

計箇：手長，書攣11月30日　本　家一郎拷
きもとなお誉

発表：木本直樹さん
会場；轟胃寮市立中央公畏曽

我讐兼蓋は曽）

お麓しの内暮

こ凝集■臨め書覇と斉払ていも
r搾嶋義■挨割勘打★たわが■■羽庸

持如本章）、着払かちItl暮亨が■って
います，糞■蒼顔でも、鴫■28年仁リ

ヤカーに上るご隷書t主事■し．今年で
鍋隼になサました．

擁饗劇Il縫分蠣義1縫事■lユキ

妻棄加行うていtす鉄分■マナーや暮
井や■■駐書手暮書中轟■など，■■
な■■に▲■していlt．

それらn■■⊂ついて、t■の■■

で義蓼した写真などモ鬼女蓼も暮兼を
行い．■麟ヰ撫での封書霹靂まれてい
も■■■■、とりわけ■■■■■につ
も、で、どのよう雌■り暮みi■8ていけば

よl切か，義蓼覆轍なさんとdtに替

えでも噂たいとtIヽ兼サー

【プロフィール】

鴨58f t■暮暮t需入纂
tl2暮4月　暮≠■隻■義量■

■ほ奪4月より．t書の■■鐘欝

嘉tt暮暮暮E礪■し．王仁一暮

■薫●義義▲雷著書1号も．義■
瞥事め■薫●♯義ヒついて、書霹
薗雛が書離す名書t雫雷で暮鼠

蠣普篭喬与やど．書換■な書集笈
■モ■■していも．

露疑・叢童女換十交流
■●t£■寸Tさい．∫●・○！l－15ト17Il

プロジェクトリーダ一二亨村8出鼻

的n糾虹鱒弛拇　押せ－和書t Or jp

＝婁些睾■′蔓草些些事・皐‾世襲1
rt l●tt●■○●1くlt■　●■●t787土日t′l■■■王●●やtt

▲■　■山■■●●tlt●●　　　■●　■■l■

震源畠丑蓋饗場薫蕾三一苧イン孝　義議表号
丁一　　丁い、，＿　一　己

義轄廊濃率ぬ竜欝滞
日等　率慮l撃等錮董　日　舞　畿7韓9頓

鳶裁：号育　三轟きん
東鶉：養鋼蕉帯糞中央螢真義

蠣艶董紹■〉

tプロフィールI

寮静貯ま蜜蒋窯蟹張登等学務華厳発
奮等狼魚桜機器萄哲学

・麹埼環礁驚撃

・補冤柁顎憲等攣
・鰯繹琉郷関規焉章翫持肇群等

豪速誓笹呟魔監ヨ穐き流速董

お蔭L府内奪

専門のサギ撤ス乳亀痛

感穫塵からめサイlお耳

：■■が■量丁も1日‾・書

♯寛一代替善書恵して

業寿やヂ醇号重苦ピ爾

書鍵盤書評萱草漉果て丸

怠鑑儀砺一凛として草

1番セラビ】二、藍寧缶に，

トTにぷっとわ虻LILT

薫字＿射ご舅拷！

野猿儀意見交換・誉羞
竃￥lも■す1～い　り．・‾■l　●†i　‥－I

鶉採頭やや増一　譜村野應衰
疲線緒指総帥巨鯨終炉纏綿薄行隷

蔓草享■掌‾尊・掌睾章一■蔓草享睾⇒i皐一

生t l薫竃等1雷8●づ（響●暮・暮蕾■讐プ翁学士，l㌔よ■景青立替九螢虔暮

t義妄；；芸濃榔青ミ増す”轡

木材から見た環境
～－近　の木で徒凱咤つくろう－～

日時：相川専1月25日（＊）凝7～9轟

貴幸：栗山裕子紬

お懸しの内書
退く¢山の本間ちす雫脚i．
どんな事tどんなふうに？

台車のサイクルに挽兼職中島柵乃
毛．大切きき事■菅1はえて一蠣旺考えます喀

【プロフィール】

伸餅酌は軋

l■1■士・インテリ77iン十

一・インテリγトデイ‡－9－

汚職寧W酎攣細事殊叛

瓢獣

色■集村にJ引■人たちか羊

世事絶えi、丈夫で長持ち

亨itつく机ン七フナ，

史書零細．吉良雷撃野

手蒲圭．畑等聞事
い瑚積轟して鴫，

注jT鱒暮暮士i．摘ゝ0…

吉村文告の士．専一嚢とせ雪…

もミ苫嘲、▲轟

葺疑・重量交換・交羞
t書‡右暮せ丁字1㌔F●18巧・蜃さか】，亨霊

プロジェクトiトダー＿拳村8出舞

踊戒捕l紳貞l押tO・i農事いれ舟

【会場】
長岡京市立中央公民館と共催し、中央

公民館を会場とする。

【開催時】
午後7時～9時

【時間】
話し合いの時間を十分にとり、交流、

ふれあい、情報交換をする。

【話題提供者】
1～2人の方に発表していただく。長岡
京市に在住、在職または当会議メンバー
の方による環境改善等の活動報告あるい
は意見発表をしていただく。

【広報】
「環境教育ミーティング」のお知らせと
MEET（Miyako EnvironhetItal

E血¢ation Tine＄）を作成し、環境教育

ミーティングの内容や意見、感想を記
載・発行し、さらに広い意見交換、交流
を図る。
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歩いてまち再発見プロジェクト

【平成13年度JH13年8月～H14年 ��3月末 

No． �項　目 �日時　で �内容 �参加者■備考 

† �第10か学校区内 �H13年 �13時に井ノ内自治会館に集合、事前説明を受け �15人 

の探訪傭索∴ �8／18（土） 8／28（日） �3班に分かれ同地区の北軍、・＿北西；南方帝に向かラム＿ 静ま長諷井戸、神社、寺、農地、撫物な蝕め 人に聞く。自治会館に戻り模造紙に班毎にインスタン ト写真など貼情け、マップ僻哩・発表。－1二8時囁解散。 夜、市役所にて上紀マップ＿の亜理ふ不明事項の検討。 �（男10、女郎 7人 ■（常吉、女2） 16人 

10／12（金） 、11／25（日） �夜、市役所にて井の内在住の野村圭治氏、長谷川東 
一氏の競明を受け、マップの蕎度をあげた。 それでも不明な点は再度現地探訪することにした。 角宮神社を中心に村の東西南北を全員で探訪し、 �て男相、女弔 8人 

13～15時 �マップをより詳細にまとめた。 �（男6、女2） 

2 �第5小学校区内、 �8／1粥日） 11／4（土） �13時に奥海印寺自治会館に集今し説明を受けた後 �14人 

葵潜印寺地区の ��3紆こ分かれ、探訪・謬欝。会館に削マップ拝すし、 �て男晋、女釘 11人 

探訪・探索 ��班別発表。 10時小泉楕集合Lr小泉川探訪」を開始。上流に 

10～15時 �向かって川沿いに西山キャンプ壕まで歩く。周川の �（男6、女5） 

今昔、流れ方、魚、周鱒の草花、野鳥などを調査。 �女性2名は 

奥鵜印寺バス停広場で模造紙を広げマウプ作り。 �小≠生 

3 �日吉町r府民の森J �H14年 �木工実習室で間伐材利用した本立ての木工体験。 �他チームと 

見学 �2／弼土） �祢葉の実状、施業技術などの講灘を怖く。 �合同で†3名 

4 �林泉川漏尭探索 �2乃4（8）′ �立石級蛸▼釈迦岳－ユ方面上藻の源尭（最長）探索。 �6人 

（第1回） ��山道周一辺の竹の侵食（中腹まで上がってきている）に 蓑も大沢越えの手前で蝕点を確認した。 樺途、柳谷～奥海印寺間道路脇谷あい部のゴミ不法 投棄に驚く。清掃方法を換臥 �（男4、女2） 

5 �金ケ席地区の井戸 �2／24（日） �当地域での井戸利用状況を調査。22軒中1軒のみ �44 

使用状況調査 �13一一16時 �飲料水として使用。他は野菜洗い等に。湯川姓19軒 �（第2、女2） 

＄ �■苓碑市民環境フォ で活動概況を発表 �〉3／苦tf未） �嘗チームの捧持年榊概況を発表 � 
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［平成14年度】H14年4月～H15年3月末

No． �項　目 �日時 �内容 �参加者・傭考 

1 �r長岡天神桜祭り」 �4／2く火） �八条ケ池東側の散策路沿いに竹筒灯（水の入った �3人 

竹筒灯取付け作業 �17：00～ �竹筒に丸いロウソクを点火して浮かべる）のセッ �（男2、女1） 

く市商工会に協力） �18：30 �テイング。 

2 �小泉川沿い野草調べ �4／13（土） �金ケ原橋9時集合、土手沿いに上流へ酉代楕先約 �8人 

300mまで歩く。石井寛子さんの説明を受け、野草 �（男6、女2） 

約40種を確臥特化種もあった。．今年は暖かくなる 

のが早く、花も早そう。11時半頃竹下町辺で解散。 

3 �小泉Jtl源流探索 �4／1朝日） �立石積上流約2bom地点の橋を渡り、浄土谷方面へ �4人 

（第2回） �11～15時 �川床を遡行、途中の分岐を西方向ルートを選択。 �（男3、女1） 

14時頃、蒼流地点発見。そこから更に険しい崖を �（最終地点 

よじ登ると8ゴルフ場のコースに出た。 �到着2名） 

4 �“竹の子まつり”の �5／4（土）、 �長岡天満宮境内での同まつりに、当会議の「星山 �5／4は男10名 

ボランティア �／5（日） �再生プロジェクト」が竹炭販売と竹紙すきの実演を �／引ま男4名 

するのを応援した。 

5 �柳谷観音参道ルート �5／18（土） �10時に奥海印寺バス停前集合、3班に分かれて �20人 

沿い両側のゴミ拾い �10～12時 �作業した。松下電器より目名（内女子2名）参加して �（男16、女4） 

くれた。市役所の軽トラック1台分回収した。 

（楊谷寺境内で各自昼食を取って解散した。） 

6 �小泉川のホタルの �5／26（日） �奥海印寺自治会館にてrホタルを育てる会」の小川 �9人 

話を聴く会 �10～12時 �会長より、小泉川とホタルの飼育についての話を聴き �（男8、女1） 

その後、カワニナの養成場で現地説明を受けた。 � 

〔①小泉川ニ●昭和10年頃より、立石橋上流辺で、釣竿用黒竹を植えていた。 

●昭和10年の大雨で金ケ原橋までまっすぐに水路が変更。（川向井橋⇒新川向井楕） 

●下海印寺地区のJl ��にはホタルの餌のカワニナが多い。 

●川向井橋から新Jl ��向井橋になったのは、10年ほど前（？）に水路変更になった為。 

●金ケ原橋の下の段差で、上流へ魚が上れない。 

②ホタル：ホタルの餌になるのは“カワニ：rという具で、夜は具の蓋をあけて寝ているところにホタル 

の幼虫が入り込み、身を食べて餌とする。（ちょっと残酷）ホタルを育てることはカワニナを 

育てることである。カワニナは毎日子を産むが同じ水系でないと子を産まず、水が汚いとホ 

タルの幼虫は死んでしまう。「ホタルは人と共生する生き物である。」 

飛ぶのは雄、雌は移動のみ。寿命は1週間。今年は3～4月に雨が少なかったので、飛翔 

は少ないかも？昨年は5／18に初見、今年は5／21であった。〕 
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7 �小泉川源流探索 �5′26（日） �立石橋より西山キャンプ場を経て、支充の深谷川源 �5人 

（第3匡l） �13－17時 �流を探った。途中へビ1匹が歓迎してくれる。カタク �（男4、、女1） 

リの芽が多く見られた。15時頃源流地点を探り当 

てた。 

8 �洛西浄化センター エコアップガーデン見学 �6／11（火） �同センターでrビオトープ」の解説と見学 �2人 

9 �小泉川野鳥観察会 �10／12（土） �奥海印寺バス停～西代摘、立石橋付近など �31人 

9－14時 �ガールズ＆ボーイスカウト多数参加 

10 �小泉川源流探索 �10／12（土） �立石楕上流約200m地点の橋を渡り、浄土谷方面へ �3人 

（第4回） �14～16時 �川床を遡行、途中の分岐を南方向ルートを選択。 

源流地点を登っていくと棲谷寺下の駐車場に出た。 

11 �今里雨水貯留 トンネル見学会 �H15年 3／2（日） �今里大通り地下を約650m徒歩見学した。 �13人 

12 �小畑川清掃活動 �3／8（土） �一文楕上兼500mを清掃 �28人 
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手写歩己　地元学　つロジェサト　　　　　　担当　柳沼宣裕
一－　まち歩きプロジェクトでは地域の価値を自分たちで探して、発信していきます　一一

「豊かさ」とは何でしょう。「このまちに住んでよかった」と思える事はなん

でしょう。このプロジェクトではそのような視点から、市内や乙訓のまちを歩い

て、そこに住む人々や外部に対して、発信できる「まちの宝」や「まちの夢」を

探します。
地元学って何やて？　それは来てのお楽しみ。
2006年度は開設準備をしました。

ふれあい朝市（勝龍寺）の見学
2006年10月12日

この日はちょうど第八小学校の

ミニ記者さんたちも取材に来て、

農家の人にさまざまな質問をして
いました。これって、地元学です

ね。将来、楽しみです。

観音寺池の池ざらい2006年11月2日

農家組合さんのお手伝いで、一

43

スーパー前の歩道がとても広いわけ
2006年12月17日

長岡2丁目のスーパー前の歩道
がとても広い！　そのわけを探し

て、地域をぼちぼち歩きました。
この地区の昭和　21年米軍の航

空写真も出て来て、楽しめました。

日中、魚を追い、池を掃除しまし

た。疲れますが、面白い！l



『花を咲かそうプロジェクト』の活動

プロジェクトで活躍されていたリーダーが退会され、引き継いだのですが、メ

ンバーの退会もあり、プロジェクトは停止状態になり、他のプロジェクトと一

緒に参加することで活動させていただきました。

花を咲かそうプロジェクトとしましては、

2003年は、10月25日、竹ポットを作って手作りフリーマーケットで販

売しました。

2004年は、9月26日に、長岡中学校50周年記念バザーで竹ポットに観

葉植物苗を入れて、竹炭などと一緒に販売しました。

2005年は、8月21日に、バンビオの市民活動サポートセンターでエコチ
ームの啓発イベントで竹ポットに花苗を入れて販売しました。

2006年は、6月30日に、ビオトープのメン′トと併設されている農光苑

の見学に行きました。ビオトープで作った竹炭を入れた消臭か

ご10個を寄贈しました。

その他エコチームや環境教育ミーティングの活動などに参加さ

せていただきました。
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r＿一　命＿＝ユー星アー肘電

1帝50円（郵便切手可）でコピー版をお送りいたします。

ご希望の号数を書いて80円切手を貼った返信用封筒をそえて申し込みください。

申し込み先：　〒617－伽52京都府長岡京市河罷ケ丘2丁目14－13草埠克彦
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盛薩 � �　・－l■’‾ 室数装⊇琶掌羊軍翠蔓 

足もとから創勺あげる
っもぎ織りなす”環境の甘，長岡京

乙釘にはかって、日本の首都として▼謬■がおかれ、鼠豪、一千数百羊の長吉亡わたり，

先人達はこの熟を重々と守り伝えて乗ました．

今日に至るまで．ここに人々が住まい虫けてこらわたのも、人声の生存畜暮である主音

な葛下水や即は系など鹿茸蜜や西山のみどり．モしてモれらE育まれる色濃などの白だ

現場に塵まれでいたからであり、また．人々がそれを手モかけて雛欝してきた建ちです．

先人から受け＃いできた．人々に清いと安らぎを与えてくれるこ○豊かな零饗のまもを

未兼世代の子ともたちから¢大切な触りもの」として，守り．瞥て、生かしながら符

綻鶉に兎擬させていかなければなりません．

長岡京市はせ界に発信できる日手のr取替軌をめざし、ここに集うすべての人々が

参加し、－臆に協力しながら、自然電場のみならす．暮らしと経済、文化ともに費かで．

チビもたちか匪み投げることのできる鰹力ももー環填まちづくり－を重めます，

間波長研究痺専務理事

幕紬鮮急高遠
早良14キ3月21813時30分　珂　申　自　治　各　館

第4面に仲条内しております
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醐胴乱柑相 調や拙121ガ 

薫甥畢零封蒜恕虚㌢る

葉3回環境フォーラム尉健
長岡京市の緑の環境を考える

長糖種の漆綿鞭等　永環敦夫氏

長岡紳赫血合長　　　五井頑治氏
千慮14年6月15813時30分慮裳文化会館



∫l∫ �萱＿三・・留ニ㌻－j扇 �⊂＝コ 1・コ； �‾＝主点≡至．ここ二・・ぷ㌫ 

5月26日（日）小泉川
ゲンジボタル勉強会のようす

監毒真言一一一
蔓…≡還琵藍芸監護芸拐認諾ら‥　書
き　　　★長押京市環境の削く側では、ともに真帆ていく鞘書軋ています．　　ヨ
ト　　　　　　　　　　羞恥にホ味をもたれた方、ますはお気蛙にお向い合わせ下さい！　　　　　　　　　コ

Lt”．票芝票慧慧票警吏讐慧慧慧慧霊慧慧三豊山上羞

貴行■■暮す
1壇の轟づくり貴書

舞行責任雷■野暮書
力行8m寧11月1日

付0．7十十

● 第4国憲諾諾慧諾誌し芸事 

とても勉漁になりまし

た，すげらしい場を提
供してくださったこと

に感謝します．

東和苑　Yさん
書写真とは葬儀あり量せん

自分の住む班について、
知らないことがたくさん

あることにも付きました．

はケ丘　Eさん

第4回市民環境フォーラム
ー長岡京市のごみ回収とごみリサイクルを考える一

基開講濱
r長岡京市のごみ回収の現軌　　　　　市役所衛生環課寧　上村や久さん
「サントリー京都ビール工場の環境活軌　　サントリー開河野正則さん

rアルミ缶のリサイクルについてj　　　　　アルミ缶汁脚協会　前辞久さん

rペットボトルの繊維再生についてJ　　　帝人㈱　武田恵津子さん
「牛乳パックのリサイクルj　　　　　　　長岡京宙牛乳バック押イ川の会

H・洲…汀れTrl■1■■●■＝■●●■●■■

2面：活動報告【4つの医用】

3両：活動報告【各プロジェクトより】／今後の活動イベントのご案内

4圃：市内の環境に関する取り組みレポート

竺竺d
脚汀n毒

★長潤師環機の飯づくり細で乱とも仁者臥ていく欄を罫軋ていまれ　　　　∃

旨　　1‾■l盲苗i品も三品二蒜；蒜盲こ誠二㌫言言㌫1－一’　　∃
L蜃市師宣芸蒜も藁還還還還違慧盟」

・l t
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睦空室∃墓
8／19，22，26星山再生プロジェクトによる

「木工載重」が開催されました。

二才

千十
、．、磨

第4虐市民電機フォー弓血を掲蝕しきす。
r長岡京市内のゴミ回収とゴミリサイクルを考えるJ

平成14年10月26日（土）産薬文化会館1階大会議室入場無料

′t……■叩…mlrr－TT▼rmm汀rmmrrimrm抑■▼mrnrmmr－rrr．・・・一・YttlTllllmmn、1－・1

≡2匪：着桐告描いてまち再発見プロジェクト、環境教育力ジェクト・里山再生プbジェクト他日

…3面＝第咽市民環境フォーラム開催のご案内／今後の活動・イベントのご案内　　→

≡4面：市内の朗に関する削組みレポヰ／平成14年度プロジェクトの紹介　　書

と　　★絹笥慧芸∃崇警認諾芸豊1、札　　碧
もり山空想慧慧讐琵」竪盟U霊慧監禁二聖霊慧監仙甘言

享感 � 

（写真提供　市役所水道局）

…蒜■扁議定王巌～売品首㌫品；…‥…‥‥‥…皿二重2両：新年を迎えて～ご捜拶～／活勒種別3つの話頚】

喜諾漂慧墓誌㌶票讐’イベンぼ案内　　∃
巨　　細慧霊監禁警告農芸霊宝忘漂雷雲諾1’ま†⊇　　∃

」禦．空慧雲慧禦ふ璧禁二慧禦慧」禁慧慧禦慧」。3
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（教育委且会・長柄京百景より　小泉川立石付近）

2▲3面：活勤報告（各プロジェクトより）

3面：今綾の活動■イベントのご案内
4町：環境にカヽかわる㈹

★長岡束帯環卓の鯵づくり曇1では、ともに活動していく静間を壬1して11ます．

活勘に九曜をもたれた方、ますはお班にお同い食わせ下れ、■

事務見市役所生活環境課　t顎87㌢や別封2（山〉

真宗鞋三一ス巨
長岡京市主催のrみどりで笑顔のまちづくりフォーラム」

ニ′露境の都づくり会議より鵜野さん、山本さんがバネリストとして参加

γ月別打長岡京市立産業文化会館にて 株式会社総合計両織綱

2．3面：活動報告（各プロジェクトより）

3面：今後の括軌イベントのご案内

4面：環境にかかわる情報

★長岡点市露境の都づくり会象では、ともに活動していく沖間を募集しています。

活動に興味をもたれた九まずはお気掛こお間も、合わせください。

事務局　長岡京市棚推進課電話075－955－9542徳郵相075－95ト54畑（代表）
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・義一等虻ご妄髄 �爪、こし・忌日，沖で 　、ごた・ん �「泰．・；、劉墓衰 

第5回市民環境フォーラム開催
3月29日（土）　長岡第4小学校多目的敏男と校区叫帯

喜喜，二三至宝二義
事象市会議長、教育長はじめ80名参加ヱ有田泰匪氏「斑岡束帯星山の戌と世界の珍しい蝶の写真簾示」

捷一子、≡
■■ttナ覇

賓E内野手〇デジカメ霹圭と長弼点市lT21の皆様の

鑑′たこよそカレンダーーノくウ

2．3　両　二　活動寧陳告　（各ニ′＝コミフ，二二二　ク　トよこ　り）

3面　：今後の活動日　イペ二一　トのご案内
一畳面　：桑境iこカーカ、オフ≡＞†青幸良

書　長平京千青寝の蕃づくり会意で托、ともに活塾して．、くや司を案蟄Jています．

悪童に興鷲をもたれた方、ますはお文革にお宅甘、合わそ下さい

鹿妻文化センターにて長岡京軒儀境の都づくり会議、畏周東市環境敦繁推進課共催

科学おもしろ来観／工作ニーナ」一に子供たちの歓声

撃睾≡聾
ニー∴∴　∴．∴　∴■一二二〇一∴・了　－：

座三聖竺望二組の呼び捕り璽聖柘づく。絹」から恥三していきたいと監います。」



書まの響づくり全書会員　鼻声弘式さん

今
年
も
漉
二
番
の
鼠
が
吹
き
、
黄
砂
が
中
国
大
陸
か
ら
や

っ
て
き
ま
し
た
．
い
よ
い
よ
妾
の
到
来
で
す
。
梅
の
花
も
紅

白
の
♯
り
を
つ
け
、
早
く
見
に
来
て
よ
と
ば
か
り
に
ま
り
は

じ
め
史
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
畏
翠
風
雨
っ
て
自
然
豊
か
な
本
当
に
良

い
町
だ
と
患
い
ま
せ
ん
か
．

今
、
人
類
は
社
会
の
間
違
っ
た
発
展
の
進
め
カ
を
続
け
て

き
た
数
々
の
失
敗
に
気
づ
き
始
め
ま
し
た
虐
環
境
破
壊
と
そ

の
修
復
に
大
変
な
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
こ
の
修
復
と

ざ
っ
無
駄
な
エ
ネ
ル
芋
蔓
は
、
人
類
に
与
え
ら
れ
た
最
後
の

未
来
へ
の
没
芝
、
は
な
い
で
し
ニ
ラ
か
・
世
界
は
文
化
の
発

展
と
い
う
名
の
も
と
に
自
然
の
壬
み
出
す
生
産
力
を
鱒
見
る

消
鼻
社
会
に
夷
h
て
し
ま
い
ま
某
＝
蕗
種
知
足
二
我
唯

足
る
こ
と
を
知
圭
C
誉
芸
く
・
薯
の
追
求
は
自
然
磋
増

を
助
長
す
る
こ
と
に
蛙
左
石
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
手
迄
な
と
こ
ろ
で
＝
人
■
人
が
大
切
な
培
球
虔

魂
を
守
至
言
－
…
竺
I
J
L
‡
ノ
で
迂
あ
り
王
子
宗
。

初
ま
の
風
物
詩
「
ホ
タ
ル
こ
蒜
著
さ
れ
た
で
し
き
フ
か
！

私
に
昨
年
あ
い
に
く
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

今
年
は
是
非
に
と
思
い
，
家
族
で
小
泉
川
の
ホ
タ
ル
を
見
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
の
時
期
を
過
ぎ
て
い
た
の
と
時
間
も
遅
く
人
影
も

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
静
寂
の
中
に
光
り
点
滅

し
て
曲
線
を
播
く
ホ
タ
ル
の
飛
河
が
た
い
へ
ん
幻
想
的
で
、
遠

い
昔
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま

した。こ
れ
も
長
年
に
わ
た
っ
て
ホ
タ
ル
の
復
活
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
大
勢
の
皆
様
の
お
徐
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
桂
に

住
む
友
人
も
小
泉
川
の
ホ
タ
ル
に
感
動
し
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
J

ま
た
、
夜
空
を
眺
め
る
と
北
斗
七
畢
夏
の
大
三
角
な
ど
の

星
座
が
き
ら
め
い
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
語
瞳
す
る
川
夜
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
七
夕
で
す
。

昔
は
旧
暦
の
七
月
七
日
（
今
年
は
八
月
二
十
二
里
で
し
た

が
新
暦
に
変
わ
り
、
梅
雨
時
と
皇
な
っ
て
好
天
の
檀
率
が
低
い

の
は
残
念
で
す
が
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ー
府
天
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

ち
な
み
に
七
夕
祭
で
有
名
な
尭
北
仙
台
で
は
一
ケ
月
ず
ら

し
た
八
月
七
日
を
中
心
に
行
書
が
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
も
日
頃
か
ら
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
大

気
の
浄
化
に
も
つ
と
配
慮
し
・
あ
ざ
や
か
な
「
天
の
川
」
が
険

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
！

江
川
宗
治
（
筆
者
は
本
会
寧
…
チ
ー
ム
ジ
ー
ダ
⊥

●

呵

電

蓄

r

茎

汀

」

設
定
準
備
着
々

i
礪
緻
膏
の
書
を
エ
ビ
上
う
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
ち
り
霊
長
青
胃
に
野
■
さ
れ
る
太
■
光
発
電
の

註
■
’
■
が
尊
号
卜
進
行
し
て
い
ま
す
．
す
で
に
ネ
ド

の
阜
▼
・
と
お
【
－
丁
二
月
五
日
枚
方
市
で
行
わ
れ
た

■
鼻
★
日
だ
空
i
二
、
も
t
告
さ
れ
「
京
菰
斯
学

や
「
雪
享
う
と
府
民
だ
よ
り
ー
で
も
大
々
的
に
鴇
色
さ

れ
吉
事
は
六
き
く
広
志
l
つ
て
い
ま
す
‥
環
隻
の
糎
づ

く
り
会
■
二
下
笹
種
旨
．
L
T
R
き
れ
る
市
民
か
ら
広
く

事
象
を
書
っ
て
い
ま
す
・
言
千
円
で
迫
力
者
に
は
敦

t
十
五
大
書
尤
パ
ネ
ル
の
き
し
名
詩
を
已
し
ま
ナ
・

環
い
合
わ
せ
は
長
縄
扁
市
■
簾
殻
雷
蔵
i
i
芸

「
身
魂
の
事
づ
く
り
全
霊
一
事
憂
局

t
壱
（
9
5
5
）
9
5
4
2

吉
薫
に
▲
1
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
思
い
出
す
藍
か
な
し
と
い
う
句
が
あ
る
・

な
は
も
じ
っ
て
「
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
啓
わ
す
仔
か
き
と
詠
ん
で
み
た
．

r
謀
さ
く
と
き
な
に
も
か
も
篇
し
い
J
「
ど
の
花
の
下
に
し
よ
う
か
迷
い

声
草
が
咲
く
と
再
か
れ
る
の
は
致
だ
け
だ
ろ
う
か
．
花
見
を
し
・
そ
の

下
で
漆
を
蝕
む
人
も
多
い
。
琶
木
の
文
化
な
の
だ
ろ
う
．

二
藩
に
あ
る
嵐
の
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
．
醇
の
鞍
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
．
そ
の
角
う
に
小
畑
川
が
一
望
で
き
る
．
年
々
縁
の
搾
花
が
早
く
な

っ
て
い
て
．
今
年
に
三
月
二
十
八
8
に
疎
さ
始
め
、
担
月
一
日
が
清
閑
だ

？
た
．
四
月
二
日
の
雨
で
t
っ
た
花
弁
も
あ
る
．
キ
は
も
う
葉
桜
で
あ
弓

札
に
は
不
凰
■
ド
思
う
こ
と
が
あ
ミ
員
の
群
れ
が
一
斉
に
飛
び
立
つ

の
も
不
思
さ
だ
が
、
ど
の
木
も
ど
の
枝
も
な
ぜ
一
斉
に
咲
く
の
だ
ろ
う
か
・

ど
の
花
か
が
掛
り
タ
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
．
コ
ほ
ち
ば
ち
囁
く
ぞ
。

’
■
は
い
い
か
？
J
し
か
し
散
る
時
期
に
は
燈
が
あ
る
．
飼
い
花
の
生
産

だ
が
、
や
注
り
咲
い
て
い
る
間
に
学
習
し
、
相
性
が
で
き
も
の
だ
ろ
う
か
・

集
っ
ば
の
フ
レ
デ
ィ
が
学
ん
だ
エ
フ
に
．

多
分
機
の
禾
け
カ
レ
ン
ダ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
・
自
然
に

相
豪
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
．
つ
ぼ
み
か
ら
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
に
は

冬
の
寒
さ
が
必
要
ら
し
い
．
芽
は
粋
の
中
や
枝
の
中
で
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
、
花
の
閃
き
方
や
そ
の
時
期
、
ひ
ェ
つ
と
L
た
ら
散
り
方
や
そ
の
時
期

さ
え
も
木
か
ら
学
習
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
．

そ
れ
に
し
て
も
桜
の
木
琴
空
気
や
日
遵
し
や
気
温
な
ど
の
自
然
環
塊

の
変
化
を
花
に
ど
う
伝
え
た
ち
ょ
い
か
迷
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
二
礫
書
は
無
し
い
な
あ
．
だ
け
ど
早
く
幌
か
ナ
こ
と
で
人
間
に
療

準
の
変
化
女
気
づ
い
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
な
ご

私
は
喋
の
花
を
見
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
思
う
．西

村
日
出
男

（
筆
者
は
大
阪
誓
大
学
戊
師
・
凛
境
の
都
づ
く
り
会
鶏
舎
艮
）
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星
山
ワ
ン
ダ
ー
フ
ン
ド
　
　
　
　
知
事
克
巳

♯
の
実
を
首
つ
き
、
憂
付
き
で
蹟
訂
■
と
っ
て
，
金
■
集
の
架
台

に
正
吉
、
眺
め
て
い
ま
す
。
艶
や
か
を
／
フ
ナ
緑
色
を
し
て
い
ま

す
。
少
し
赤
く
な
っ
て
い
る
の
も
あ
空
手
・
や
が
て
一
つ
に
矢

嶋
か
ら
三
つ
に
群
れ
て
、
中
の
ま
い
養
子
が
早
竺
－
き
ま
．
し
た
・

一
つ
は
真
ん
中
か
ら
撃
け
旨
が
で
き
、
こ
れ
に
二
つ
に
割
れ
そ

ぅ
で
す
．
多
分
、
キ
句
を
お
く
と
、
」
や
雪
、
ぎ
つ
れ
る
よ
う
に
・

皮
の
節
分
も
羞
ノ
、
な
ろ
の
で
レ
上
う
．

書
体
至
り
子
ど
も
工
作
数
室
で
浩
二
†
の
実
の
皮
の
黒
い
舞
分

を
窮
体
に
し
、
こ
れ
に
す
う
角
′
豆
皇
－
わ
こ
み
、
空
々
と
虫
に

し
ま
す
や

今
も
碧
」
、
貫
等
亨
技
工
▼
蒙
の
、
書
中
・
岩
至
り
技
や
実

を
浸
っ
て
　
Ⅰ
吠
丸
ま
・
ピ
ー
王
作
教
室
を
叫
儀
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
き
ノ
七
責
寧
一
三
ど
も
▲
し
ち
▼
」
か
か
る
と
、
お
お
化
け

し
ま
十
．
更
妄
▼
㌧
亭
主
与
を
マ
・
∴
ノ
ク
で
書
ご
1
て
ん

と
う
曳
三
甲
二
王
≡
－
し
こ
三
が
、
，
ま
十
．
楕
円
露
の
木
の
輪

切
れ
′
に
さ
の
実
力
モ
；
し
ん
ま
せ
ー
り
要
を
■
り
つ
け
‥
プ
リ
ク
ラ

貼
り
を
座
ニ
ノ
た
こ
ノ
こ
こ
レ
・
三
T
・
奉
1
－
う
が
ら
し
の
中
の
小
さ

な
亀
子
を
宅
竺
く
♪
…
…
し
て
・
栓
簾
ウ
を
つ
く
っ
た
ユ
も

ご
手
▲
ナ
J
言
し
い
誓
言
1
竺
1
い
す
凡
に
風
雲
冒
し

た
い
と
皇
い
主
十
．

′
ジ
三
i
が
苧
主
王
手
彗
ご
フ
シ
テ
ィ
ア
の
日
へ
九
月
第

三
「
。
■
三
〔
言
わ
畢
彗
三
這
／
雲
ら
し
い
ギ
ン
リ
ヨ
ケ
ソ

ク
（
乳
長
▲
て
　
「
⊥
㌧
「
ニ
ー
鼻
つ
け
ま
し
た
・

こ
と
量
」
∵
′
■
J
て
ラ
ン
ご
L
三
言
l
工
作
教
義
や
ク
リ

ス
言
－
′
・
ス
づ
く
T
を
ぜ
ひ
一
女
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

i
妄
売
主
妄
i
亘
壷
鐘
星
山
再
生
プ
ロ
ジ
　
ク
ト
リ
ー
ダ
⊥

ぶ
泉
川
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
L

小
隠
田
瑛
檎

雇
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
＝
し
と
歌
い
た

く
な
る
よ
う
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
泉
川
の
ほ
と
り
に
よ
う
や
く
タ
ン
ポ
ポ
や

ナ
ノ
ハ
ナ
が
咲
き
始
め
ま
し
た
が
∵
散
発
さ
れ
て

い
る
人
の
艇
装
は
ま
だ
厚
顔
の
よ
う
で
す
。
カ
ル

ガ
モ
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
も
う
旅
立
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
農
地
を
お
借
り
し

て
長
岡
第
五
小
学
校
の
学
蜜
と
可
柘
に
ビ
オ
ト

ー
プ
作
り
を
昨
年
の
十
月
に
始
め
て
も
う
半
年

に
な
り
塵
す
。
よ
う
や
く
池
ら
し
い
形
に
な
っ
て

き
て
完
成
ま
で
間
近
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
を
通
し
て
・

自
然
環
境
の
大
切
さ
を
少
し
で
も
感
じ
取
っ
て

も
ら
え
た
ら
私
た
ち
の
汗
も
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
喜
ん
で
い
る
し
だ
い
で
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
は
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
学

童
と
挽
け
て
い
く
予
定
で
す
。
チ
ョ
ウ
の
来
る
お

花
畑
や
小
鳥
た
ち
が
乗
る
木
の
実
の
森
を
作
り

た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ご
ナ
ビ
も

た
ち
と
一
緒
に
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
遊
び
よ
し

よーフ．
（
筆
者
は
ビ
オ
ト
ー
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
⊥

苧
】
「
l
青
い
■
∴
∵
て
き
っ
て
適
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
暦
は
も

ぅ
ブ
ラ
三
つ
　
堰
や
ヨ
軍
艦
の
草
む
ら
で
は
虫
た
ち
の
声
が

撃
主
　
秩
打
ま
夏
の
天
ン
ン
フ
ォ
ー
T
I
が
か
な
で
ら
れ
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
ー

字
音
真
人
が
こ
こ
■
年
見
な
か
っ
た
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
を
見
た

そ
う
で
十
．
－
黒
い
羽
を
ひ
ら
ひ
ら
と
動
か
し
飛
ん
で
い
く
姿
が
と

て
三
乗
王
ら
ー
盲
う
で
す
．
ま
た
良
法
寺
の
田
ん
ぼ
で
タ
ニ
シ

を
見
つ
け
て
水
が
き
れ
い
な
の
で
し
ょ
う
か
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

け
れ
ど
抱
の
ほ
と
ん
ノ
あ
ヨ
ん
ば
は
ひ
び
割
れ
て
水
が
な
い
状

亀
な
の
に
．

こ
の
王
の
具
有
気
与
は
絶
鐸
温
頓
化
の
影
響
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
つ

薪
由
や
積
算
を
攣
っ
た
t
中
f
南
で
は
読
書
が
多
く
出
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
是
武
文
市
内
で
は
8
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ヨ
照
り
が

続
き
、
雨
が
少
な
い
の
で
、
点
薬
用
水
池
の
水
位
が
低
下
し
て
い

て
、
■
家
で
は
水
を
田
頭
に
入
れ
る
農
事
が
あ
る
の
で
す
が
・
上

役
の
方
ま
で
充
分
に
行
き
渡
ら
な
い
上
う
で
す
．
ま
た
、
こ
の
響

き
で
．
に
わ
と
り
は
卵
を
蛮
ま
な
く
な
っ
た
り
、
蝕
の
動
物
に
も

脱
水
症
決
や
熱
中
症
な
ど
異
変
が
あ
る
そ
う
で
す
。
近
所
の
お
年

寄
り
の
方
が
「
こ
こ
ら
へ
ん
も
南
国
み
た
い
に
な
っ
て
き
た
な

あ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

8
本
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
酔
い
し
れ
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
無
事
書
を
昂
じ
、
人
々
は
夜
お
そ
く
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て

寝
不
足
気
味
の
生
活
も
夢
の
あ
と
、
お
米
の
収
穫
量
や
け
菜
の
出

来
具
合
な
ど
、
田
畑
へ
の
影
響
が
非
常
に
心
配
さ
れ
寝
言
㌔

鵡
川
智
　
子

（
筆
者
は
本
会
議
花
咲
か
そ
う
チ
ー
ム
リ
ー
グ
⊥

「
帝
境
の
都
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ます。
早
い
も
の
で
環
境
の
都
づ
く
り
会
議
が
組

織
さ
れ
て
約
三
年
半
、
環
境
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
て
約
四
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
間
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
里
山
再
生

や
サ
ン
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ビ
オ
ト
ー

プ
、
環
境
教
育
な
ど
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
果
を
上
げ
て

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
で
は
昨
年
か
ら
、
生
活
環
境
謬
誇
会

で
当
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
実
施
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
当
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
実

施
に
向
け
で
の
取
り
組
み
を
進
め
、
療
境
の

都
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
典
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
岡
京
市
環
境
政
策
推
進
課
長
長
谷
川
昭

事
務
局
一
同
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四
月
の
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
で
、
知
人
が
奥
さ
ん
を
亡
く
し
た
¢

そ
の
知
人
は
、
私
と
は
仕
事
上
の
付
き
合
い
の
あ
っ
た
陛
鱒
奉
仕
の
杜
良
で
五
十
七

領
先
代
の
社
長
に
撲
群
青
が
い
な
い
等
・
乞
わ
れ
て
三
年
前
に
靂
貝
の
身
か
ら
・

会
社
を
経
営
す
る
役
割
を
申
フ
こ
と
に
な
っ
た
■

そ
の
知
人
が
ざ
7
1
二
は
、
妻
が
事
務
を
手
伝
う
と
い
う
の
で
社
長
頓
を
引
き
受
け
た

と
い
・
蓬
ど
頼
り
に
な
る
女
性
で
あ
っ
た
ら
し
い
完
と
同
じ
書
務
所
で
と
も
に
鋤
け

る
幸
せ
の
中
で
、
夫
人
は
仕
事
を
こ
な
し
・
最
近
は
い
き
い
さ
と
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
日
も
少
し
で
も
早
く
事
務
所
に
入
り
た
い
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
階
段
が

近
い
一
番
前
の
亭
丙
に
乗
っ
て
・

高
校
卒
業
後
、
熊
不
か
ら
集
団
就
職
で
誕
西
に
果
て
、
ゴ
ル
フ
婆
で
キ
ャ
デ
ィ
と
し

て
働
く
彼
女
と
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
丁
と
夢
み
た
知
人
が
結
ば
れ
た
が
、
雪
枝
は
プ
ロ

に
な
裏
嘉
会
し
、
そ
の
後
は
壷
も
ク
ラ
ブ
を
讐
こ
と
諾
い
と
い
う
。
淳
年

で
仕
事
を
や
め
た
ら
二
人
で
コ
ー
ス
を
回
ろ
う
と
蔦
束
こ
、
い
た
よ
う
だ
・

ま
た
夫
人
は
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
二
軍
元
宝
定
義
タ
…
学
芸
苧
ご
し
い
た
イ

ラ
ス
ト
触
回
が
好
評
だ
っ
た
と
い
う
二
二
の
謀
に
は
二
人
乃
見
三
‘
ち
が
結
嬉
す
る
予

定
で
、
結
警
護
で
よ
い
か
ち
ぎ
警
撃
た
い
と
い
っ
て
吾
た
ち
畠
ら
せ

て
い
た
ら
し
い
℡

そ
ん
な
幸
福
な
家
族
に
突
然
悲
劇
が
襲
っ
た
の
だ
つ
た
・

箕
に
気
の
環
で
、
停
年
退
職
後
は
怠
惰
な
雪
空
裏
芸
た
ち
・
キ
代
わ
っ
て
あ
l
ヂ
た

い
と
蓑
に
思
う
二
芸
夫
人
の
彗
窪
等
ぎ
宗
量
の
幸
で
あ
る
空

そ
れ
で
四
十
歳
で
夫
君
を
癌
で
「
し
く
し
た
司
重
宝
に
雲
ノ
た
芸
に
∵
喜
い
う
と

き
は
ど
う
し
て
あ
げ
さ
の
ー
ぎ
い
宗
招
鼓
し
…
た
＝
言
そ
っ
と
し
て
お
い
て

あ
げ
る
の
が
一
事
良
い
と
写
つ
ま
」

何
も
し
な
い
の
が
べ
そ
1
し
ゞ
ノ
こ
と
も
あ
る
三
二
こ

習
て
謂
境
間
塔
を
考
え
る
ー
し
・
今
年
妄
言
養
鶏
貰
悪
覚
警
超
じ
め
と
ノ

て
大
き
な
う
わ
是
多
く
の
人
々
の
努
力
で
デ
ノ
ず
つ
前
進
し
て
い
る
毒
も
し
な
い

の
で
な
く
⊥
言
え
芋
か
で
あ
っ
て
与
身
一
だ
出
誉
こ
と
か
ら
手
を
つ
け
て
い

き
た
い
も
の
だ
。

（
環
境
の
荏
づ
く
り
会
空
言
　
木
村
禎
垂

－
だ
か
ら
サ
～
毎
年
毎
年
花
王
旗
を
鳥
が
さ
れ
て

大
変
だ
わ
J
L
れ
っ
て
地
坪
に
シ
ー
オ
ー
ツ
ー

が
埠
え
す
ぎ
て
暑
く
な
っ
て
る
ん
で
し
ょ
」

「
あ
た
し
な
ん
か
そ
れ
擾
喋
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
さ
、

こ
ん
な
に
な
っ
た
に
ゃ
ん
。
▲
雷
撃
と
っ
て
よ
1
し

テ
ン
タ
の
は
中
年
太
り
っ
つ
ー
の
ー

「
あ
や
チ
ャ
ン
義
正
め
っ
き
り
ヰ
廿
に
な
っ
た
わ
ね
。

十
年
は
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
に
モ
テ
モ
テ
よ
し

「
あ
ら
し
上
う
ぶ
サ
ン
こ
そ
欝
の
柄
が
す
て
き
だ
わ
」

「
私
た
ち
、
こ
こ
で
フ
7
ワ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
っ
て
い
る
だ

け
レ
や
な
い
の
よ
ネ
エ
！
L

r
土
の
中
の
名
緬
も
知
ら
な
い
虫
さ
ん
た
ち
と
一
輔
に

水
や
土
や
空
亀
≠
i
え
い
に
し
て
い
る
の
よ
－
こ

r
そ
う
よ
小
▲
「
▲
、
ミ
ミ
ズ
．
バ
ク
テ
リ
ヤ
さ
ん
王
も

み
ん
な
が
闊
蘭
し
て
が
ん
ば
っ
て
ん
だ
か
ら
」

「
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
こ
の
港
に
量
れ
て
き
ち
モ
ノ
て
る
の
．

ぜ
～
ん
ぶ
き
れ
い
に
し
て
あ
げ
て
ヨ
フ
ウ
ッ
」

ヲ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
空
き
缶
に
は
超
ム
カ
ッ
ク
わ
・
J

「
ね
え
ね
え
、
こ
ん
ど
小
丸
川
の
ほ
と
り
に
ビ
オ
L
1
1
プ

が
で
き
た
そ
う
よ
．
水
葺
の
周
り
に
は
増
や
ト
ン
ボ

に
オ
タ
マ
ジ
ヤ
ウ
シ
が
白
熱
に
集
ま
る
と
こ
ち
な
ん

だ
っ
て
　
み
ん
な
で
員
筆
に
い
集
ま
し
き
7
本
J

「
早
く
い
き
た
い
わ
＝
そ
こ
で
ク
ッ
キ
ー
み
た
い
な
男
性

を
見
っ
け
…
　
や
が
て
押
し
か
け
女
房
L

「
タ
メ
ダ
メ
！
そ
こ
は
自
然
の
騨
戦
が
取
れ
た
食
物

凛
鼠
か
行
わ
れ
る
ヤ
域
な
の
。
そ
っ
と
し
て
あ
げ
て
ー

r
そ
う
な
ん
だ
費
と
は
見
守
る
っ
て
こ
と
な
の

ビ
芋
プ
ロ
ケ
取
材
担
当

戸
γ
二
這
埴
球
温
暖
化
と
い
い
ま
す
が
、
黍
疫
で
は
気
候
変
動
と
言
っ
て

い
ま
す
．
塗
球
が
温
暖
化
す
る
か
ら
気
候
が
変
動
す
る
の
で
す
。

人
贋
が
百
年
は
ど
前
か
ら
石
油
を
急
激
に
大
量
瞳
用
し
て
燃
や
す
か
ら
、

大
葦
ヒ
一
酸
化
炭
真
が
発
生
し
、
そ
れ
ま
で
は
森
林
草
木
で
吸
収
さ
れ
て
い

た
C
が
、
員
い
つ
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
8
地
球
の
周
り
に
取
り
囲
ま
れ

て
い
た
二
酸
化
炭
素
の
ガ
ス
の
眉
の
濱
度
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
迂
太
場
光
線
は
こ
の
頑
を
通
り
抜
け
て
、
地
上
で
一
缶
反
射
さ
れ
て
ま

た
層
を
濾
通
し
て
宇
宙
へ
抜
け
て
い
き
、
平
均
十
五
度
の
地
表
の
温
度
が
保

た
れ
て
い
手
長
。
そ
れ
が
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
濃
く
な
っ
て
、
太
鴇
光

望
一
誌
へ
の
放
散
が
さ
れ
ず
ま
た
地
球
に
戻
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
地
球
の
温

暖
化
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
地
庚
上
の
気
象
の
変
化
が
今
塵
で
と
は
違
っ
て
き
ま
す
。

も
う
現
れ
て
い
ま
す
。
海
面
上
昇
、
干
ば
つ
、
食
塩
不
足
等
々
で
す
。
台
尻

の
数
は
減
る
が
巨
大
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
二
十
三
号
台
風
は
近
年
に
な
い
大
型
で
、
京
都
府
北
部
の
福
知
山
・

宮
津
市
な
ど
に
大
き
な
被
藩
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
舞
鶴
地
方
で
パ
ス
全
部

が
水
に
つ
か
り
バ
ス
の
展
観
で
全
員
が
救
助
を
持
ち
、
救
助
き
れ
ま
し
た
。

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

ぅ
か
．
で
き
る
こ
と
か
ら
や
れ
ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
を
や
れ
ば
自
分
は
楽

し
く
お
も
し
ろ
そ
う
だ
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
や
る
。
ま
た
鴇
け
て
や
る
。
そ

し
て
、
仲
間
と
や
る
と
さ
ら
に
楽
し
く
や
れ
る
。
そ
れ
が
地
域
に
広
が
れ
ば

薫
で
す
．
一
方
で
は
煙
硝
規
模
で
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

我
が
家
で
は
1
．
5
K
W
の
太
陽
光
発
電
で
今
年
十
七
年
五
月
の
屯
気
代

は
売
買
合
計
で
二
百
八
十
八
円
、
六
月
は
三
十
二
円
の
儲
け
で
、
七
月
は
四

十
二
円
の
裾
西
電
力
へ
の
支
払
い
で
し
た
。
私
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

今
夏
は
冷
房
せ
ず
、
二
人
家
族
で
す
ゥ

憂
女
と
文
　
村
上
鵡
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r
孫
に
つ
け
を
残
さ
な
い
生
活
を
し
よ
う
。
」

地
球
が
ど
ん
ど
ん
暖
か
く
な
っ
て
い
る
毒
法
温
委
付
｝
）

こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
増
妄
て
い

る
こ
と
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
年
毎
一
J
こ
と
と
卓
二
ま
す
．
ま

た
、
我
々
の
日
常
生
活
．
，
．
－
そ
の
房
己
の
一
恵
で
あ
る
I
r
こ
も

よ
く
知
ら
れ
て
、
一
三
十
。

こ
の
境
譲
温
壱
ル
ー
C
華
巧
を
ノ
し
て
一
・
さ
ら
せ
る
た
め

に
昼
も
き
て
二
人
・
雪
三
二
〃
至
信
を
見
草
）
、
モ
気
や

ガ
ス
乃
至
吏
雲
、
．
を
で
＼
十
な
ど
篭
扁
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
！
を
少
な
ノ
＼
T
至
芸
に
▼
h
革
7
右
－
ニ
■
ぺ
一
大
切
で
す
。

し
か
ノ
そ
モ
ミ
三
言
妄
美
行
．
よ
う
と
す
る
と
な

か
ざ
か
で
き
な
い
こ
ジ
考
壷
て
十
号
P
 
J
く
ら
い
電
気
を
使

い
す
ぎ
て
㌔
温
季
ル
＝
ト
千
二
、
墨
字
三
二
↑
ろ
う
と
つ

い
撃
っ
て
し
ま
．
三
丁
‘

こ
苧
草
葺
き
華
？
三
二
二
蓬
を
捜
ヱ
∴
三
T
と
、
温
竣

化
に
よ
る
“
爪
音
は
ま
す
ま
で
T
ぎ
く
t
r
、
そ
C
影
書
を
受

け
も
刀
J
k
私
た
ち
ウ
ニ
隼
で
†
．
毒
舌
が
筆
致
っ
多
、
・
生

活
を
綬
t
室
二
と
ぺ
享
差
異
一
㌧
㌧
一
．
を
サ
）
、
苧
っ
が
ち
1
－

な
哀
喜
多
壷
貫
ご
　
〔
三
上
．

大
き
な
皇
子
受
章
を
ロ
コ
孝
に
二
　
二
t
J
三
　
〇
号
コ
ノ

を
少
な
く
　
）
よ
う
と
し
て
t
ノ
選
果
．
「
・
旦
え
ー
∵
、
ナ
り
で
な

右
が
な
か
長
ま
き
l
妄
言
′
〉
べ
：
二
去
二
J
、
■
わ
に
へ
．
ス
＝
考

え
る
と
実
行
　
完
・
丁
ノ
∴
I
r
　
ま
で
■

「
今
も
孝
二
l
で
き
ろ
環
軍
に
ヤ
ノ
1
：
し
三
苧
三
i
こ
こ

と
に
ー
二
二
、
千
や
喪
ン
こ
一
代
▼
．
▼
ノ
　
う
・
－
ノ
曳

き
袴
で
こ
と
に
が
㌧
J
ヒ
一
て
き
三
二
シ
一
－

環
境
の
苓
づ
く
り
会
議
　
二
三
　
一
≡
薫
姦
宗
～

梅
雨
晴
れ
の
盲
、
久
し
ぶ
り
に
旅
屋
の
掃
除
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
掃
除

機
を
セ
ッ
ト
し
た
と
こ
う
∴
ノ
ヨ
イ
ン
ト
の
突
起
部
が
欠
け
て
、
ホ
ー
ス
が
本

体
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
白

こ
の
掃
除
機
は
購
入
し
て
十
伍
、
今
も
モ
ー
タ
ー
や
心
地
よ
い
杏
で
作
勤

し
、
ホ
ー
ス
も
伸
縮
自
在
∴
ソ
ヨ
イ
ン
ト
毎
分
以
外
は
全
く
悪
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
に
咤
話
し
て
突
起
部
の
修
標
を
・
そ
れ
が
で
き
な
け
れ

ば
ホ
ー
ス
の
交
換
を
と
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
と
こ
ろ
・
紆
環
は
不
可
能
で
す
で

に
ホ
ー
、
ス
の
ス
ー
；
ク
が
な
く
、
廃
業
処
分
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ゎ
ず
か
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
突
転
封
が
欠
損
し
た
だ
け
で
全
て
が
嘩
ス
な
く

な
り
ま
し
た
。
「
も
っ
た
い
な
い
」
話
で
す
4

以
前
、
こ
の
メ
…
カ
ー
ふ
ら
地
球
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
分
好

い
冊
子
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
冊
子
に
は
1
当
社
の
取
り
組
み
は
製
造
か
ら
廃

棄
ま
で
毒
し
て
堆
謙
環
境
に
や
さ
し
い
」
が
テ
ー
マ
で
す
と
そ
の
企
業
稲
梓

が
ふ
ん
だ
ん
に
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
織
り
込
ん
で
あ
っ
た
の
に
・
貰
っ
て
る
こ
と

と
や
っ
て
る
こ
と
が
大
違
い
で
す
巾

私
は
捧
年
「
京
都
議
定
香
し
が
発
効
さ
れ
た
と
き
に
、
ケ
ニ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
者
7
タ
イ
博
士
が
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
言
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
吉
葉
が
あ
る
と
広
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
□
辞
滋
に
よ
れ

ば
二
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
「
勿
体
無
い
・
物
の
本
体
を
失
す
る
意
味
・
む

や
み
に
費
や
す
の
が
惜
し
い
」
と
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
こ
の
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
首
薬
の
意
味
主
義

す
る
こ
と
が
、
大
変
軽
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
外
国
の
著
名
人
か

ら
紹
介
さ
れ
た
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
精
神
を
表
す
言
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
宮
垂
が
、
絵
に
抽
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
一
度
生
活
を
見
直
す
こ

と
、
社
会
や
企
賽
に
も
飽
き
か
1
7
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
し
と
吾
い
な
が
ら
、
「
み
っ
と
も
な
い
」
行
為
を
し
て
い

れ
ば
、
マ
ー
タ
イ
博
士
か
ら
・
「
日
本
に
は
み
っ
と
も
な
い
と
ざ
フ
官
業
も
あ

る
」
と
広
め
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
す
■

写
真
と
文
　
環
境
の
ポ
づ
く
り
全
額
会
員
　
翠
潟
克
彦

牢
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
十
。

様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
去
虫
え
ご
－
丁
と
こ
し

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
「
京
都
策
定
響
発
効
の
牢
」
で
あ
り
、
埜
諸
温
頭
化
防

止
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
前
過
し
た
牢
で
し
た
白

帝
城
閉
居
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
身
近
な
環
境
問
題
に
巨
を
向
け
、

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送
り
、
努
境
の
質
の
向
上
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
よ
う
な
変
転
き
わ
ま
り
な
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
現
実

を
正
し
く
見
つ
め
、
未
来
を
見
通
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。「

温
故
知
新
」
、
昔
か
ら
の
く
ら
し
の
知
恵
や
自
然
と
の
付
き
合

い
方
を
よ
く
研
究
し
て
、
今
突
き
当
た
っ
て
い
る
問
傍
や
新
し
い
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
も
、
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

長
岡
京
市
に
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な
環
境
と
そ
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
も
、

自
然
環
境
の
み
な
ら
ず
、
暮
ら
し
と
経
済
、
文
化
と
も
に
豊
か
で
、

子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る
「
環
境
の
皇

ち
づ
く
り
」
　
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
ザ
温
暖
化
J
に
向
け
て
、
市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
方
々
や
、
環
境
の
都
づ
く
り
会

腱
の
皆
様
と
一
緒
に
、
】
歩
ず
つ
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
奉
多
き
牢
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
g

長
岡
京
市
環
境
攻
策
推
準
裸
　
鈴
木
田
美
枝
子

事
蹟
局
一
同

∵
．
…
1
．
．
日
∴
．
十
㌧
≡
、
一
、
＝

∽
　
　
「
小
見
川
に
寧
写
－
め
て
」

私
の
臼
疎
は
、
自
宅
に
近
い
小
泉
川
を
、
毎
朝
散
策
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
セ
　
歩
い
て
居
な
が
ら
に
し
て
、
自
然
窮
境
に
恵
ま
れ
た
翌
山
と
、
小
魚

川
を
背
景
に
散
策
す
る
の
は
、
心
が
癒
さ
れ
、
一
日
が
楽
し
く
な
り
ま
す
．

最
近
、
私
と
同
じ
よ
う
に
小
泉
川
を
散
策
さ
れ
る
年
配
の
矢
場
も
多
く
な
り
、

お
互
い
挨
拶
を
し
て
昨
白
の
往
き
の
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
．
今

年
は
寒
さ
が
長
か
つ
た
為
か
、
六
月
の
蛍
祭
り
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
皆
今
瞳

の
蛍
が
心
配
な
よ
う
で
す
。
畏
同
文
市
も
、
か
つ
て
は
人
口
の
増
加
と
共
に
女

鹿
排
水
＼
化
学
農
薬
が
川
に
流
れ
込
み
、
多
く
の
生
態
系
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
共
塾
頭
も
完
備
し
、
一
時
の
州
の
美
化
運
動
が
実
り
、
生
態
系
の

復
元
が
、
少
し
ず
つ
戻
っ
て
、
水
質
も
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
．

柏
○
畠
中
世
界
水
フ
ォ
ー
フ
ム
広
群
で
開
催
さ
れ
て
い
た
当
時
の
、
法
論
か
ら

1
行
動
へ
．
こ
の
テ
ー
マ
に
皆
が
沸
き
た
ち
、
行
政
も
、
学
校
も
、
地
区
の
人

達
も
一
体
と
な
っ
て
、
川
の
美
化
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

当
時
の
こ
と
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
う
一
度
振

り
返
り
、
川
の
異
化
を
永
続
的
に
絶
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

先
日
「
N
H
K
地
球
ふ
し
ぎ
華
見
」
　
で
、
生
物
廷
二
十
八
億
年
釣
、
海
か
ら

生
ま
れ
、
海
1
川
1
陸
へ
、
こ
の
時
点
で
多
く
の
生
態
系
の
中
か
ら
人
間
が
庭

生
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
人
は
川
を
乱
て
、
心
が
癒
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
と

語
ら
れ
、
番
組
が
終
り
ま
し
た
。

小
泉
川
、
小
畑
川
の
両
河
川
は
、
淀
川
水
系
の
一
級
河
川
で
す
が
二
長
岡
点

の
都
」
建
造
当
時
に
は
、
こ
の
両
河
川
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機
関
と
し

て
活
躍
を
し
た
駅
で
す
の
で
、
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
小
畑
川
は
、
盟
く

か
ら
桂
川
に
合
癒
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
魚
の
種
類
も
幾
分
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
小
泉
川
で
は
昨
座
七
月
埠
表
紙
で
紹
介
し
た
魚
道
に
綬
い
て
最
下
蹄
に

も
生
態
系
を
産
祝
し
た
魚
道
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
経
は
桂
川
か
ら
の
魚
の
遡

上
も
間
遵
い
な
い
で
し
ょ
う
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
ア
ユ
の
遡
上
も
・
・

養
し
み
で
す
ね
え
．筆

者
は
環
境
の
節
づ
く
り
会
蕊
会
員
　
　
　
井
L
姦
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さが鉄かなけれ訊ヽいがなあ．

憂縄文市嬢ノ亀にて

ポ
イ
捨
て
に
思
う

十
月
の
あ
る
塀
、
シ
ル
バ
ー
の
日
P
R
を
か
ね
て
街

中
の
清
浄
奉
仕
活
動
に
参
加
し
た
。
約
六
十
名
が
l
R
長

岡
京
駅
と
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
を
四
グ
ル
ー
プ
に
別
れ

行
動
し
た
．

私
は
市
役
所
通
り
か
ら
ー
■
R
へ
と
連
ん
だ
が
道
中
、
タ

バ
コ
の
吸
い
穀
が
異
常
に
多
い
の
に
び
っ
く
り
し
た
。
特

に
市
役
所
バ
ス
停
は
ひ
ど
か
っ
た
。
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
l
　
紙
く
ず
等
の
ゴ
ミ
は
意
外
と
す
く
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
全
体
の
集
計
で
は
臼
十
五
L
ゴ
ミ
袋
で
四
袋
の
ゴ
ミ

を
拾
っ
た
。

長
岡
京
半
‥
で
は
些
月
に
　
「
長
預
京
市
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
条
例
」
　
が
で
き
広
報
等
の
P
R
で
市
民
の
美
化
意
瞳

の
｛
「
ワ
上
や
、
謙
発
美
化
監
実
員
の
活
超
も
あ
り
目
抜
き
過

ち
は
以
前
▼
ト
比
べ
か
な
ち
美
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

た
だ
ご
ノ
、
一
責
も
∵
人
草
ワ
ナ
ー
の
悪
さ
で
街
が
汚
れ
る
の

は
残
念
で
な
ら
な
い
a

二
十
年
前
－
し
辛
ト
．
し
た
ナ
ノ
ノ
／
ガ
ポ
ー
ル
で
は
当
時
す
で

こ
ポ
ノ
尭
て
こ
罰
金
．
「
】
果
せ
ら
れ
て
い
た
白
　
十
月
か
ら
東

署
市
で
も
ゴ
ミ
コ
荘
重
有
鱒
化
が
は
じ
ま
っ
た
古
　
格
珪
温

嚢
ル
〕
㌢
至
り
註
▼
L
L
一
ゴ
ミ
の
減
量
化
は
避
け
て
通
れ
な
い

琶
零
で
あ
る
．
へ
二
▲
二
人
芦
環
境
意
職
の
高
揚
が
最
も
大

富
で
象
「
■
、
孝
二
真
た
導
き
へ
り
原
点
も
そ
こ
に
あ
る
と
思

考
草
三
雲
一
・
・
会
議
全
員
　
　
涯
退
節
郎

春
ま
だ
浅
さ
　
梅
が
枝
に
　
初
音
を
昏
ぐ
る
　
う
ぐ

い
す
の
■
　
▲
・

こ
れ
は
私
が
今
は
昔
、
学
ん
だ
中
学
校
の
生
徒
会
歌

の
は
じ
ま
り
部
分
で
す
。

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
で
す
で
に
各
地
か
ら
r
う
ぐ

い
す
の
初
鳴
き
」
　
の
た
よ
り
が
届
い
て
い
ま
す
。

長
岡
京
市
で
も
市
内
に
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
山
、

川
、
田
畑
に
草
花
や
鳥
、
喋
な
ど
が
い
っ
せ
い
に
咲
き

乱
れ
、
乱
舞
し
、
そ
の
中
を
散
歩
す
る
の
は
ま
さ
に
春

宵
一
刻
値
千
金
、
至
福
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
と
り
わ
け
私
が
も
っ
と
も

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
の
は
市
内
の
山
の
大
き
な
弧
分

を
占
め
る
孟
宗
竹
の
や
ぶ
の
中
で
聞
く
う
ぐ
い
す
の
声

で
、
緑
陰
の
静
寂
の
な
か
で
周
囲
に
反
暫
し
、
一
ヶ
所

か
ら
は
じ
ま
る
声
が
数
ヶ
所
に
ひ
ろ
が
り
そ
れ
は
ま
さ

に
大
ホ
ー
ル
で
聴
く
多
重
琴
曲
で
す
ぅ

と
こ
ろ
で
長
岡
京
市
の
市
の
鳥
は
　
「
め
じ
ろ
」
　
で
、

そ
の
愛
く
る
し
い
顔
と
水
玉
を
こ
う
が
す
よ
う
な
鳴
き

声
も
捨
て
が
た
い
も
の
で
す
が
、
私
は
う
ぐ
い
す
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は
及
ば
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

世
間
一
般
で
は
「
梅
に
う
ぐ
い
す
」
　
で
す
が
長
岡
京
市

で
は
「
竹
に
う
ぐ
い
す
一
で
す
。
謡
曲
「
竹
生
島
」
　
で

も
、
う
ぐ
い
す
は
竹
に
生
ま
れ
る
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
長
岡
京
番
の
　
「
竹
」
　
に
い
る
う
ぐ
い
す
は

地
帯
県
の
　
「
梅
」
　
に
い
る
う
ぐ
い
す
よ
り
も
一
ラ
ン
ク

上
な
の
で
す
ヨ
。

「克彦」

今
年
も
ま
た
鼻
毛
だ
含
【
ロ
を
孝
一
へ
武
書
館
の
一
角
に
先
の
大
戦
き
7
－
マ

は
し
た
展
示
コ
1
丁
　
が
あ
っ
▲
1
　
■
て
こ
で
一
努
の
本
を
手
に
し
た
．
生
後
間

も
な
い
丸
呑
み
児
を
単
三
－
奇
書
の
濃
－
か
ら
の
甘
薯
を
縫
っ
た
体
験
記
だ

っ
た
．
想
嶺
を
k
T
る
雷
斗
方
な
シ
ャ
、
生
き
抜
く
と
い
う
強
い
蒼
志
と
多
く

の
偶
然
の
4
℃
成
す
邁
t
F
こ
し
心
を
療
さ
ぶ
ら
れ
勇
気
を
i
っ
た
が
．
一
面
で

今
の
我
々
の
【
食
一
－
ヒ
乍
T
三
尊
■
毒
し
て
ノ
な
も
の
を
感
じ
た

食
べ
物
が
暮
．
い
と
い
二
三
二
メ
カ
詞
こ
悲
鯵
な
も
の
で
あ
る
か
。
他
人
は
も

と
よ
り
わ
が
子
や
夷
f
T
、
す
ら
見
捨
て
な
け
れ
ば
わ
が
免
の
保
障
が
無
い
れ

餓
地
電
生
後
一
監
経
っ
て
ち
誕
生
時
の
体
i
す
ら
な
い
赤
子
．
栄
養
失
調
で

死
ん
で
い
く
わ
が
子
を
た
だ
見
て
い
ろ
こ
と
」
か
出
来
な
い
母
親
ご
現
代
人
に

は
考
え
ら
れ
な
い
ン
＝
ン
の
≠
綾
に
鯛
が
つ
ま
う
・
・
・
．

ひ
る
が
え
っ
て
今
の
我
々
は
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
か
．
冷
蔵
岸
に
も
ス
ー
パ

ー
の
店
頭
に
も
い
た
る
と
こ
ろ
に
也
が
生
れ
て
い
る
．
宇
摩
か
ら
も
企
業
か
ら

も
多
く
の
食
べ
艶
が
ゴ
ミ
と
し
て
檜
て
ら
九
、
そ
の
蒙
な
ん
と
二
千
万
㌔
を
越

え
る
と
い
う
．
一
年
間
の
兼
の
褐
’
暮
雪
一
借
主
草
丈
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
も
本
当
に
こ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
り

日
本
は
本
当
に
　
「
食
」
　
の
先
行
き
に
心
配
の
な
い
国
な
ん
で
し
ょ
う
か
つ

日
本
の
食
料
自
給
率
は
4
0
％
だ
と
い
う
の
に
・
・

平
成
十
三
年
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
恒
は
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
施
行
し
、
循

環
型
後
金
へ
の
勤
き
を
始
め
ま
し
た
9

私
達
一
人
t
人
も
今
一
度
日
大
の
食
の
実
由
に
巳
を
向
け
　
「
い
た
だ
き
ま

す
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
え
、
鈷
し
合
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
親

子
で
食
榛
を
囲
み
な
が
ら
・
・
・
．

環
境
の
扉
づ
く
り
会
徽
会
員
　
　
　
潜
山
忠

r
い
た
だ
き
生
す
」
と
は
‥
・
．

r
あ
な
た
の
命
を
磯
き
ま
十
．
だ
か
ら
虚
鮎
し
て
カ
さ
す
▲
べ
尽
し
ま
す
．

そ
う
し
て
こ
そ
人
間
に
禽
瞥
く
れ
た
全
て
の
個
あ
る
も
の
を
人
間
が
t
べ
る

こ
と
が
絆
さ
れ
も
の
だ
ご
と
い
う
鮭
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
そ
ん
な
気

持
ち
を
檜
て
れ
ば
も
り
と
食
べ
書
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ
こ
と
で
し
き
つ
．

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
二
西
山
を
フ
イ
王
ル
ド
と
し
た
環
境
教
育
の

実
施
や
、
廃
食
用
油
有
効
利
用
事
業
の
取
り
組
み
の
進

展
な
ど
、
「
環
境
の
都
づ
く
り
会
議
」
の
活
動
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
と
思
い

ます。し
か
し
、
ど
の
取
り
組
み
も
「
環
境
の
都
づ
く
り
会

撃
と
行
政
が
協
働
し
て
こ
そ
成
果
が
あ
が
る
も
の
で

あ
り
、
行
政
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
も
ま
た
大
き
い
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
、

窮
境
間
垣
に
取
り
組
む
う
え
で
、
「
接
続
J
す
る
こ

と
が
電
更
で
あ
る
と
い
う
の
は
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と

で
す
が
、
実
際
に
は
地
球
温
暖
化
開
拓
は
じ
め
、
規
模

が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
活
動
の
成
果
を
な
か
な
か
実

感
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
r
遜
綻
」
す
る

と
い
う
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
着
実
な
実
践
と
啓
礎
活
動
を
継
続

さ
れ
て
い
る
r
環
境
の
都
づ
く
り
会
議
」
の
皆
様
の
熱

意
と
行
勤
力
は
、
長
岡
京
市
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
山
積
す
る
問
語
の
解
決
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

畏
攣
月
市
希
境
政
策
推
進
課
　
樋
口
大
輔



メンバーの声

五周年を機会に長岡京環境基金を！

粟津　達雄

長岡京「環境の都づくり会議」設立5
周年心よりお喜び申し上げます。
遡れば今日まで公民を問わず我が町
「住み良い長岡京」づく　りを目指し

数々の施策がなされて参りましたが、
その結果なるものは部分的にはあっ

ても目に見える市の環境改善は散漫、

且つ小規模なものばかりであった様

に感じます。ようやく、去る2月20

日発表された07年度予算案で「環境、

市民生活」に重点を置いた方針が出さ
れた。「環境、健康、安全」をキーワ
ードに小田市政がスタートするに当

たり、特に環境問題に特化する「環境
基金」の創設を提案したい。すなわち、
市民の肉体的ボランティア活動にも

限界があり、より早く実効を上げるた
め、諸活動（テーマ）に対して金銭的
な強力な支援がないと市の予算だけ
では推進のスピードが極めて遅い。従

って、月一回「100円環境募金の日」

を設け、市民の協力を呼び掛ける。ま
た、月一回「市民環境の日」をセット

し、市民一人一人が何でもよい環境に

関する事に取り組む運動を推進して
はどうでしょうか！この提案には、い

ろんなご意見、法的な制約等考えられ

ますが、市長以下全市職鼻、市議会、
各企業、各種団体等一本にまとまった

推進会議の核となる市長より責任と
権限を委譲された推進組織が必要と
思われます。寄稿に当たり、一市民と

して40年に亘る長岡京生活の中で、

残り少ない人生を思い、自らの自己中
心的な発想、既得権益、市民個々の役
割等思い直す良い横金と捕らえまし
た。
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千の風に

加藤　克巳

環境基本計画策定に2年間、その後
の実施活動に6年間、合計8年間、と

にもかくにも活動を続けてきたこと

が評価されるでしょう。

環境の開票は、引続き世の中の最重
要課題であり続けます。

社会の仕組を変えるような大きな

転換は、大きな船の方向転換と同じよ
うに簡単にはいかず、20年も30年も、

来た道と同じく　らいかかるかも知れ

ません。

私も便利さを金で買う生活をして
います。

とにかく、若い人も一緒に関わり続

けることだと思います。

やがて千の風になるはずです。

盛竿＿壷＿蔓

湯川　智子

花を咲かそうプロジェクトとして

の活動は少ないのですが、他のプロジ

ェクトに関わり、一緒にやってきた5

年間は楽しく、有意義な時間だったと

思います。
これからも、自分のできることをし

て、環境の都づくり会議の皆様と頑張
っていけたら幸いだと思います。



環境の都について

柳沼　宣裕

内　服　薬
を‘こかしてネたいあを大　殿

一回に　　こな薬　　　　包

カプセル　3　個

錠剤　　　　　錠
下記の○印の時間におのみください

のみかた
一日3回　　　毎食前

一日3回　　　毎食後

朝夕　食後

100日分

投薬日　2007年　4月I日

長岡京市環境の都つくり会議

京都府長岡京市開田
TEL（075）951－5410

捷義　義しみすぎて、の鵡IIこみすぎにご注義春

「大規の　穴を埋めんと　国富論」

西村日出男

いくつかの自治体で大きな赤字が出

ている。

しかし、再建計画によって再建される

だろう。

不都合なことを先送りにして、地球も

赤字になううとしている。

赤字の穴埋めを子孫に重ねるのは無
責任だ。
アダム・スミスの『国富論jでは利潤

追求をしても見えざる手で社会は調
和されると言うが、今日の過剰な情報
と消費物資による人間の欲望は見え
ざる手を償っていては手遅れになる。

旬の意味は「オゾンホールは見えざる

手を傷つのではなく、見える手でフロ
ンガスや二酸化炭素を削漉させよう」
というものである。

少し無理があるかな？
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「西山の竹林再生に想う」

渡辺　節郎

竹虎用の竹の確保を兼ねて放置竹林
の整備と西山の環境保全を目的とし

てビオトープ内に竹林再生部会を発

足させてこ年目を迎えた当初は放置

竹林を貸してくれる地主さん探しに
大変苦労した。西山を散歩していたら、
至る所に放置された竹薮が有り、目を
覆いたくなるほど景観が汚染されて
いる。そこにボランティアが手を入れ

てあげようというのであるが地主さ

んは誰も手を挙げてくれない。

なぜ！なぜ！

幸いにも市の仲介で光明寺裏山の竹

薮を借用でき、やっとの事で活動が出

来るようになった。ボランティアの輪

も広がり15名に増え、周囲からも明

るく美しくなったと評価を得られる

ようになった。竹に関しての知識も腕

も金も無い、有るのは老いた身体だけ

であったが、その身体で汗をかきがん

ばってきた。たかが竹だが、竹に賭け

る想いはこの一年の活動で大きく膨

らんできた。

この想いをさらに深め、拡大するには

さらなる汗をかかなくてはならない

と思う。

くしくもボランティアの一人が「筍の

報酬よりも健康づくりが出来て楽し
い」と話してくれた。まさにこの気持

ちがボランティア仲間の強い括束に
つながってきたと思う。

成果よりも今年も健康づくりをかね
て竹と戯れ、ボランティア仲間との親

交を深め楽しく遊びながら最大の目

的である西山の自然環境を守り、里山
と人間が共生できる環境づくりに夢

を託していきたいと思う。



革囁　克彦

C02の過剰排出、乱開発による自

然破壊などにより地球の温暖化現象
は今私たちのまわりをみても非常に

顕著です。
この世に生をうけ、自然の嵩みを享

受して　60年、すこしでも地球温暖化
をくいとめることが今まで健康に生

きる事ができた社会への恩返しと思
い「環境の蔀づくり会議」に参加しま

した。と入金の動機を暮いておりまし

たが私たちの金はそんな仰々しいも
のではありません。気楽に参加して自

分のベースで楽しむ会です。是非「環

境の都ニュース」を読んで参加してみ
たいなあと患われたら入会申し込み

ください。　　　熱烈歓迎！

田原　誠一郎

私の孫の一人は今小学2年生です。
彼が生まれた頃、地球の温暖化はこれ
からどんどん進み、彼が大人になる頃

は危機的な状態になることを学びま
した。そのときから「孫につけを鼓さ

ない生活をしよう」をモットーに、環

境ボランティア活動をしてきました。

2002年から3年間、京（みやこ）
エコロジーセンターで環境ボランテ

ィアとしての研拝を受けました。ここ

で習得した、環境に関連する知識や技

術、態度を活用して、環境の都づくり

会議や長岡京市のみなさんと一緒に、

次の世代に少しでも良い環境を引き

継ぐための活動をしたいと患ってい
ます。
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栗岡　理子

京都環境フェスティバルがご綾で入

金させていただきました。よろしく－お

願い致します。これまでいろいろな環

境活動をしてきましたが、今振り返る
と随分間違った「環境に良いこと」も

しています。物事の一面だけ見て飛び
つくと、後から必ず別の視点に気付き

ます。本当に環境は難しい。でもこれ

までしてきた中で自信をもってオス

スメできることの1つが「蔽ひもの普

及」です。まだ舌鼓回収に薇ひもを使
っていない方、ぜひお使いください。

プラスチックゴミが確実にヘリます

から！

高橋　肇

環境の蔀づくり会議発足5周年おめ
でとうございます。私は、普段は古

紙や古着のリサイクル活動をさせて

頂いております。長岡京市内では、

古紙やポロなどは、市が回収せず、

町内会や子ども会等による回収が行
われていますが、まだまだ「尭全」
ではなく、可燃ごみの日に盲従が捨

てられている現状を散見します。

去年6月からは、個人として使用済
みてんぷら油の回収場所になり、微

力ではございますが廃油を回収させ
ていただいております。廃油は捨て

ればごみですが、回収すれば燃料と

なり車を動かします。

みなさまもぜひ回収にご協力お青い
します。



村上　薫

環境ボランティアとして進めるに

は、複数の人と3人以上で進めるのが
いろんな意見が出てよい。

それに何をやるかを明確にしてい

く必要がある。温囁化防止対策といっ
ても範囲が広い。

長岡京市環境の都づく　り会議は行
政とのパートナーシップがあるが、さ

らに広げていくためには、目的を明確

にして、他の団体、事業体、市民団体

等と連携を保ちながら、学校、地域団
体などに働きかけていく必要がある
と思っています。

そしてたのしくやりたい。続けてい

きたい。

神山　忠

退職後、関心のあった環境問題改善
への取り札みに携わり、あっという間

に5年が経ちました。

先輩方の後について　ビオトープづ

くり、竹炭焼き、放置竹林の整備、様々
な環境行事への参加、学校などへの環
境出前授業などを体験しました。府の
環境カレッジや温暖化防止活動推進
鼻として盛挙によるスキルアップも

図ってきました。

楽しく有意義な期間でしたがまだま
だ主体性ある本格的な活動には程遠
い状況です。これからは自身の充電か

ら他への放電モードにギアを切り替

えなければと思っています。活動のあ

り方も、個々の活動をいかにネットワ
ーク化し面長関するかと言う事もし

なければと思っています。そして何よ

り活動を継続し、少しでもその輪を広

げる事が大切だと痛感しています。

石田　次郎

私は電気関係の会社で働いてきま
した。「京都環境フェスティバル20

06」で子供に製作してもらうソー

ラーカーの部品作りを会見の方々と
一緒　に行いました。少し苦労しま

したが楽しい思い出になっています。

そのとき電気関係の仕事をした経験
が役立ちました。

太陽光発電とか燃料電池について
もよく知って判りやすく漑明できる

ようになりたいと思っています。身

の回りの省エネに注力すると七もに、

活動に参加して省エネの普及に努力
します。
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長岡京市環境の都づくり会議会員募集！
今、地球の危機です

やり手せんか7　あ等たも　何か

子や孫たちのた助に

里山再生プロジェクト

く専

フォーラム

講演会

研修会

な　　ど

森林整備

竹林整備

竹炭つくり

木工教室

な　ど

環境教育プロジェクト

・エコチームプロジェクト

・ビオトーププロジェクト

・まちあるきプロジェクト

・花を咲かそうプロジェクト

などなど　いろいろな活動に参加してみませんか・・・

お問い合わせは、各プロジェクトリーダーか下記事務局まで

面　617－8501　長岡京市開田一丁目1番1号

長岡京市環境政策推進課

曹　075－955－9542（課直通）　　　FA‡075－951－5410
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長岡京市環境の都づくり会議　会則

（目的）

第1集　この会則は、市民・事業者・行政などまちを構成するあらゆる主体が参画し

ながら持続可能な地域社会づくりを進めるためのパートナーシップ組織である「環境

の都づくり会議」（以下「会」という。）の運営に関する必要な事項を定めることを目

的とする。

（会見）

第2条　この会は、環境の都づくりに賛同する人は誰でも会見となることができる。

ただし、会員になろうとする者は、事務局会議の承認を受けなければならない。

（捨金）

第3集　年1回総会を開く。会員は総会に参加することができる。

（運営委員会）

第4集　環境の都づくりについて、全体の推進課題をまとめるために「運営委員会」

を設置することができる。

（専門委員会）

第5集　持続可能な社会の創造に関する専門的な分野における調査研究及び専門的

な見地からの指導助言を得るために「専門委旦会」を設置することができる。

（役員）

第6集　この会に、次の後見を置く。

代表　　　1名

副代表　　　若干名

渉外　　　　若干名

広報　　　　若干名

会計　　　1名

監査　　　　2名

（任期）

第7集　役員の任期は、原則1年とする。ただし、再任は女別ナない。

（事務局）

第8集　この金の事務局は、長岡京市開田1丁目1番1号長岡京市役所環境政策推進

課内に置く。

2　事務局は、当会役員と環境政策推進課員で構成する。

3　事務局会議は、毎月1回定例的に開催し、必要に応じて随時開催することができ

る。

4　この会執こは、一般の会見も、さらには当会がお願いした団体の参加も認める。

（基本的事項）

第9条　この会は、パートナーシップによる「対話と合意形成」を基本とし、環境の

都づくりに向けた先導的な事業を行う。
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（会則の変更）

第10条　会則の変更は、必要に応じて総会の議決を経て事務局会議において行うこ

とができる。

附則

この会則は、平成13年8月20日から施行する。

附則

この会則は、平成15年6月10日から施行する。

附則

この会則は、平成16年7月13日から施行する。
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役　且　名　簿
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平成14年度
l役職名 �氏　　　　名 

代　　　表 �鵜　野　　高　資 

副　代　表 �粟　津　　達　雄 

副　代　表 �後　藤・和　夫 

会　　　計 �湯　川　　智　子 

事　　　務 �永　井　　眞　由 

監　　　査 �南　　　紘　之 

監　　　査 �高　山　　美代子 

プロジェクトリーダー名簿

プロジェクト名 �氏　　　　名 

環境教育 �西　村　　日出男 

星山再生 �加　藤　　克　巳 

エコチーム �江　川　　裏　治 

エコストア �桑　壇　　　豊 

生ゴミと農業 �後　藤　　和　夫 

歩いてまち再発見 �市　木　　哲　夫 

情報ネットワーク �永　井　　眞　由 

平成15年度

役　職　名 �氏　　　串 

代　　　表 �鵜　野　　高　資 

副　代　表 �莱＿草　達　雄 

副　代　表 �大　日　　美紀子 

会　　　計 �湯　川　　智　子 

監　　　査 �南　　　紘　之 

監　　　査 �高　山　　美代子 

企育・渉外 �鶴　野　高　資 

企酉・渉外 �大　日　美鱒子 

ニュース・広報 �鶴　野　　高　鷲 

記録・報告書 �粟　津　遵‾捷 

由縁・報告書 �市　木　　哲　夫 

名　　　簿 �高　山　　美代子 

名　　　簿 �湯　川　　智　子 

（平成15年12月～平成16年5月

粟津達雄が代表代行）

プロジェクトリーダー名簿

プロジェクト名 �氏　　　　名 

環境教育 �西　村　　日出男 

生山再生 �加　藤　　克　巳 

エコチーム �一江／川　　来　治 

エコストア �桑　壇　　　豊 

生ゴミ減量 �粟　津　　連■　捷 

町再発見 �市　木　　哲　夫 

情報ネットワーク �鵜　野　　高　資 

ビオトープ推進 �湯　川　　智　子 

『環境の都』の 花を咲かそう �大　日　　美紀子 



平成16年度

役　職　名 �氏　　　　名 

代　　　表 �江　川　　宗　治 

副　代　表 �粟　津　　達　雄 

副　代　表 �加　藤　　克　巳 

副　代　表 �西　村　　日出男 

渉　　外 �滝　川　　智　子 

渉　　　外 �村　上　　　　薫 

広　　　報 �葦　犠　　克　彦 

会　　　計 �中根田　　勝　信 

監　　　査 �木　村　　禎　志 

監　　　査 �田　原　　誠一郎 

プロジェクトリーダー名簿

プロジェクト名 �氏　　　　名 

環境教育 �西　村　　日出男 

星山再生 �加　藤　　克　巳 

エコチーム �江　川　　宗　治 

ビオトープ推進 �革　場　　克　彦 

花咲かそう �湯　川　　智　子 
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平成17年度

役　職　名 �氏　　　　名 

代　　　表 �江　川　　束　治 

副　代　表 �粟　津　　違　杜 

副　代　表 �西　由　日出男 

副　代　表 �加　藤　　克　巳 

会　　　計 �中根田　　勝　信 

渉　　　外 �滝　川　　智　子 

渉　　　外 �村　上　　　　薫 

広　　　報 �葦　篭　　克　彦 

監　　　査 �木　村　　禎　志 

監　　　査 �田　原　　誠一郎 

プロジェクトリーダー名簿

プロジェクト名 �氏　　　　名 

環境教育 �西　村　　日出男 

里山再生 �加　藤　　克　巳 

ビオトープ �中根田　　勝　信 

エコチーム �村　上　　　　薫 

花を咲かそう �湯　川　　智　子 



Ⅴ一

〇

平成18年度

役　搬　名 �氏　　　　名 

代　　　表 �江　川　　来　治 

副　代　表 �粟　津　　達　雄 

副　代　表 �西　村　　日出男 

副　代　表 �湯　川　　智　子 

会　　　計 �田　原　　誠一郎 

渉　　　外 �加　藤　　克　巳 

渉　　　外 �村　上　　　　薫 

広　　　報 �草　囁　　克　彦 

監　　　査 �木　村　　禎　志 

監　　　査 �小横田　　勝　信 

プロジェクトリーダー名簿

プロジェクト名 �氏　　　　名 

環境教育 �酉．村　　日出男 

里山再生 �加　藤　　克　巳 

ビオトープ �′ト根田　鱒　借 

J／　サブ �井　上　　　　巌 

J／　サブ �奥　西　　弘　武 

／／　サブ �神　山　　　　忠 

〝　サブ �渡・遽　　節　郎 

エコチーム �村　上　　　　蕉 

／／　サブ �田　原　　誠一郎 

花を咲かそう �湯　川　　智　子 

まち歩き �柳　沼　　宜　裕 

63



平成19年5月1日発行 

発行者：長岡京市環境の都づくり会議 

責任者：代表　江　川　宗　治 

事務局：長岡京市開田‾1丁目1番1号 

長岡京市環境政策推進課内 


